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日本比較免疫学会第17回学術集会

(2005年度）

会期：2005年8月24日（水）～26日（金）

場所：東京医科大学第一校舎第1講堂・第2講堂棟京都新宿区）

学術集会会長：伊藤正裕棟京医科大学）

学術集会日程表

－2－

時間 プログラム内容

第1日目“日）

第2日目“日）

li:30~

12:45~

13:00～

9:㈹～

14:00~

19:00～

受付開始

総会

一般演題（16演題）

第6回日本比較3学会合同シンポジウム：「パターン認織と情報伝達」

朴民根棟大院・理学)TGn剛生理機能の多様性におけるGnRH受容体の役割」

森裕司棟大院･農学生命科学)｢ﾛ瀞噸におけるケミカルコミュニケーション」

JftJII謙太郎（横浜市大・国際総合科学）「アケハの複眼と色覚」

岡田二郎（九大院・理学）「昆虫アンテナの触知覚」

倉田祥一朗棟北大院・薬学）「昆虫生体防御におけるパターン認識」

川崎清史（感染研・細胞化学）「病原細菌の宿主適応と宿主のパターン認識」

シンポジウム：「牌臓:OrganofMystery」

松野健二郎(濁協医大・#鞘lマクロ）「牌臓の免疫監視システム」

中村弘明棟歯大・生物)・喜田潤(海洋生物環境研)・渡遜翼(北里大・水産）

「魚類の牌臓の構造と異物処理」

河上牧夫(慈恵医大・病院病勤「基本構制とその変容から観た牌のheterochronism

田中康一（元青梅市立総合病院・検査科病理）「未分化鋤卑臓と血管改築説」

写真撮影

懇親会惇生年金会館ウェルシティ東京）

第3日目(26日） 9:00～ 雑
》
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参加者へのご案内

学術集会会場：東京医科大学第一校舎第1講堂・第2講堂

連絡先：〒160-8402東京都新宿区新宿6－1－1

東京医科大学生物学教室内第17回学術集会事務局瀬尾直美

Tel:03-3351-6141内線254Tel&Fax:03-3351-3976

E-mail:n-seo@tokyo-med.ac.jp

受付：東京医科大学第一校舎入口にて、8月24日（水）午前11時30分より開始致し

ます。ネームプレートを用意致しますので着用して下さい。なお、ネームプレー

トは学術集会終了後に必ずご返却願います。

学会への入会手続き、年会費の納入受付も併せて行います。

参加費：会員5,000円非会員6,000円（含講演要旨集代）

懇親会：第2日目（8月25日）午後7時より、厚生年金会館ウエルシテイ東京にて行い

ます。会費は7,000円です。

一般講演の発表

発表時間：1演題あたり15分間（講演12分；質疑応答3分）です。

発表について:PowerPointに限らせていただきます。

会場ではWindowsXP(PowerPoint2003)を用意しています。

【発表データ】

CDもしくはUSBメモリで学会初日(24日）にご持参下さい。なお、初日に参加されな

い方は8月22日（月）必着で上記連絡先までご郵送下さい。

特殊なフォント、効果や大きな画像ファイルは不調の原因となるので御注意下さい。

HDのファイルとCDのファイルではデータ転送の速度も大きく異なりますので､充分御確

認下さい。

【PCをご持参になる場合】

発表開始30分前までに会場のスライド係員にPCをお渡し下さい。

・入力端子はVGAコネクタ（ミニD-SUB15ピン）です。

・特殊な形状や超小型のコネクタを装備した機種の場合、専用のディスプレイアダプ
ターを必ず御持参下さい。

・接続がうまく行かなかった場合でも、発表時間を延長できませんので、各自のPCか

ら外部モニタに正しく出力できることを確認しておいて下さい。
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アクセスと地図

－－泊
西武新宿駅

瀞匿犬剛肇犀金会館

=蕗≦窯蓄薪溺
靖国通り

緯 詩一癖誌芸駕線新宿三

温
誰
園
逗

新宿御苑」
刀
詑

都営大江戸線

＜アクセス＞

・JR・小’

東京医科大学キャンパス内地図

JR・小田急線・京王線／

新宿駅徒歩約25分

裏門

口厩唱
・西武新宿線／西武新宿駅

徒歩約20分第九校舎

都バス／新宿西口から練馬

車庫行で厚生年金会館前

徒歩約3分

●

理全会並

ョ 塁 (グランド）

・丸ノ内線／新宿御苑前駅

徒歩約7分正門

・都営新宿線／新宿三丁目駅

徒歩約10分
所在地〒160.8402東京都新宿区新宿6．1．1

電話03-3351-6141FAX03-3226-7030

http7/www.tokyo-med.ac.ipノ
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東京医科大学

東京医科大学看護専門学校
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日本比較免疫学会・役員名簿

（2005年度）

会長

副会長

庶務･会計

(補助役員）

(補助役員）

プログラム委員

(補助役員）

抄 録 委 員

(補助役員）

会 計 監 査

ホームページ委員

古田恵美子

和合治久

宍倉文夫

大竹伸一

阿部健之

中村弘明

木村美智代

山口恵一郎

飯島亮介

山崎正利

友永進

吉田彪

広瀬裕 一

中尾実樹

阿部 鷺；之

比較免疫学研究所

埼玉医科大学短期大学

日本大学

日本大学

日本大学

東京歯科大学

埼玉医科大学短期大学

濁協医科大学

帝京大学

帝京大学

昇陽学院

ライフケア互酬研究会

琉球大学

九州大学

日本大学

学会事務局：〒173-8610東京都板橋区大谷口上町30-1

日本大学医学部生物学教室

TEL:03-3972-8111Ex.2291

FAX:03-3972-0027

E-mail:jadcitnk̂ned・nihon-u.ac.jp
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受付開始11:30～

学会総会12:45～13:00

第17回学術集会プログラム

第1日目8月24日（水）

一般講演

SessionA 生体防御関連細胞の形態と機能

座長：友永進（昇陽学院）

Al13:00～陸棲軟体動物の同種皮膚移植片拒絶かかわるパーフオリン依存性自食作用

○古田恵美子'）、瀬尾直美2)、山口恵一郎3）

（比較免疫学研究所')、東京医大・生物学2)、濁協医大・医総研3))

A213:15～分娩後退縮中のマウス子宮における食細胞の貧食物の経時的変化について

○清水澄、山田仁三（東京医大・解剖）

A313:30～胎生魚オキタナゴの卵巣腔液が白血球機能に及ぼす影響

○斉藤絵里奈、中村修、渡過翼（北里大学・水産・水族病勤

座長：大竹伸一（日本大学）

A413:45～魚類における好中球形態の多様性

○近藤昌和、稲川裕之、高橋幸則（水産大学校・生物生産）

A514:00～アカボヤ(Haur，a"〃【鋤とマボヤ(Eroi℃tzi)の比較研究一血球・被嚢・色素一

○石井照久')、原田春美2,(秋田大学・教文生物')、筑波大学・環境科学2))

座長：石井照久（秋田大学・教文生物）

A614:15～甲殻鐸iにおける血球形態の多様性

○近藤昌和1)、柵1｜裕之1)、高橋幸則i)、友永進2)(水産大学校')、昇陽学院2,)

A714:30～カブトガニ願粒細胞のリポ多糖受容体とエキソサイトーシス

○有木茂、尾崎彩、川畑俊一郎（九州大学大学院・勤

休憩15分間

－7－



SessionB各種成分・遺伝子のクローニング

座長：中西照幸（日本大学）

Bl15:00～無顎類免疫グロブリン超遺伝子族の解析

○春田千晶'’3)、鈴木隆志2)、笠原正典3）

（総合研究大学院大学l)．日本水産資源保護協会2).北海道大学3))

B215:15～メダカⅧCクラスI領域の種内多型解析

○塚本健太郎、林晋平、松尾恵、野中真弓、野中勝（東大院・理・生物科学）

座長：中尾実樹（九州大学）

B315:30～ドチザメTNFreceptordecoy3(DcR3)遺伝子のクローニングおよび発現解析

森永暁洋、井上裕基、森友忠昭、○中西照幸（日大・生物資源科学・獣医）

B415:45～種間交雑により，フグの寄生虫宿主特異性関連遺伝子を探る

○鈴木譲、甲斐渉、鈴木秀和、藤田真志、末武弘章、菊池潔棟大水産実験所）

座長：渡辺翼（北里大判

B516:00～ニジマスα2－マクログロブリンの多様性

○小宮あすか')、ChristopherJ.Baynê、加藤陽子1)、中尾実樹'）

（九大院・農学')・オレゴン州立大学2)）

B616:15～ゼブラフィッシュ補体成分のi〃silicoクローニング

○新原美樹、柚本智軌、VoKhaTarn、加藤陽子、中尾実樹（九大院・農学）

総15分間

座長：谷合幹代子（農業生物資源研究所）

B716:45～Thefirstannotatedexpressedsequencetagsforstudiesonthedefense

mechanismsofimmunizedPlutE雌幻…j巴脆

○JaiHoonEum",IkeWon(W>,SeokWooKanĝandSungSikHan"

(School㎡Li企SciencesandBiotechnology,KoreaUniversity",Departmentof

AgriculturalBiology,NationalInstituteofAgriculturalScienceandTfechnologyR)

B817:00～Molecularcloningofhinnavinn,anantibacterialpeptidefromthecabbage

butterfly,Atr電E麺廼pae

○InSeokBANGandSungMoonYOE(DepartmentofBiologicalSciences,

DankookUniversity)

－8－



B917:15～ショウジョウバエ自然免疫を活性化する因子の遺伝学的探索

高柿武志')、名部久美子')、佐々 木三智')、福崎真崇')、大島吉輝')、相垣敏郎2)、

○倉田祥一朗(東北大学大学院・薬学研究科')、首都大学東京・理学研究科2))

2日目8月25日（木）

第6回日本比較3学会合同シンポジウム

「パターン認識と‘情報伝達」

座長：鈴木譲（東京大学大学院・付属水産実験所）

【日本比較内分泌学会】

SI9:00～「GnRH生理機能の多様性におけるGnRH受容体の役割」朴民根（東大院・理学系）

S29:30～｢ﾛ甫乳類におけるケミカルコミュニケーション」森裕司(東大院･農洋生命科斡

休憩10分間

座長：小林睦生（国立感染症研究所）

【日本比較生理生化学会】

S310:10～「アケハの複眼と色覚」蝋II謙太郎（横浜市大院・国際総合科学）

S410:40～「昆虫アンテナの触知覚」岡田二郎（九大院・理学）

休憩10分間

座長：和合治久（埼玉医科大学短期大学）

【日本比較免疫学会】

S511:20～「昆虫生体防御におけるパターン認識」倉田祥一朗棟北大院・薬学）

S611:50～｢病原細菌の宿主適応と宿主のパターン認識」川崎清史（感染研･細胞化学部）

昼食12:20～14:00

－9－



シンポジウム：「牌臓:OrganofMystery｣【14:00~18:10】

座長：伊藤正裕（東京医科大学)・古田恵美子（比較免疫学研究所）

SSI『牌臓の免疫監視システム』松野健二郎（濁協医大）

SS2隙類の牌臓の構造と異物処劉中村弘明（東歯大)、喜田潤（海洋生物環境研)､

渡遥翼（北里大）

休憩15分

座長：藤田恒夫（新潟大学名誉教授）

SS3『基本構制とその変容から観た牌のheterochronism』河上牧夫（慈恵医大）

SS4『未分化型牌臓と血管改築鋤田中康-(元青梅市立総合病院）

写真撮影

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

懇親会19:00～厚生年金会館ウェルシティ東京：綿旨

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

SessionC

第3日目8月26日（金）

一般講演

生体防御機構

座長：古田恵美子（上倣嫉学研弼f)

CI9:00～ヒトデ幼生における生体防御(I):間充織細胞のネットワーク構造形成と食作用動態

○金子洋之')、古川亮平2)、中島陽子'）

懐膳大・文・生物')、慶晦大院・生命システム情報2)）

C29:15～ヒトデ幼生における生体防御(H):間充織細胞の異物認識と生理的状態での機能発現

○古川亮平1)、中島陽子2)、金子洋之2）

（慶癒大院・生命システム情報')、慶慰大・文・生物2,)

－10－



座長：津田知夫（山口大学）

C39:30～胎生魚オキタナゴ母仔間の免疫グロブリン輸送

○中村修、工藤僚子、青木宏樹、渡避翼（北里大・水産・水族病理）

C49:45～抗豚丹毒菌抗体を用いたベルーガ(生肋inapterusleucas)の移行抗体獲得の検討

○三島秀規、柿添裕香、阿久根雄一郎、内田至（名古屋港水族館）

座長：吉田彪（ライフケア互酬研究会）

C510:00～免疫応答のモデル系としてのカイコ培養細胞株

○谷合幹代子（農業生物資源研究所・昆虫生産工学研究グループ）

C610:15～免疫増強効果を知る上で有用なマウスマクロフアージ細胞株J774.1

○木村美智代')、DengHonĝ 、中島かおり2)、蓮見賢一郎2)、和合治久1）

（埼玉医科大学短期大学')、蓮見癌研究所2,)

6型T細胞によるListei右初期感染防御におけるInterleukin(IL)-17の役割C710:30～マウスγ6型T細胞によるListei右初期感染防御におけるInterleukin(IL)-17Q.

○松崎吾朗1．2)、浜田聡''3)、榊寸正幸''2）

（琉球大・遺伝子セ・分子感染防御')、院・医・感染制御工学2)、育成医学3,)

休憩15分間

SessionD生体内物質（レクチン・酵素）

座長：中村修（北里大学）

Dl11:00～コイのフィコリン様レクチンの精製

畑中大作、加藤陽子、佐藤雄峰、矢野友紀、○中尾実樹（九大院・農学）

D211:15～魚類体表粘液レクチンの構造の多様性

○筒井繁行1)、岡本真樹2)、田角聡志2)、末武弘章2)、菊池潔2)、鈴木譲2）

（北里大・水産・水族病理')、東大院・農学生命科学・附属水産実験所2))

座長：宍倉文夫（日本大学）

D311:30～マボヤ(胎ﾉOC)'刀妨ia2nretzi)CRPの性質と構造について

○宮崎大輔、高橋和生、住谷剛、高木尚（東北大院・生命科学）
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に関する研究2D411:45～マボヤ(//.1℃retzi)血リンパのフェノール酸化酵素(PO)に§

○大竹伸一l)、石井照久2)、淫田知夫3）

（日大．医．生物l)、秋田大．教文・生物2)、山口大・医．機能統御3,)

座長：佐々木年則（感染症研弼f)

D512:00～カイコガ体液中レクチン(BmMBP)のC即の機能解析

○渡部綾子、高柳上菜子、佐藤令一

（東京農工大院・生物システム応用科学）

D612:15～カイコ幼虫体液由来ACPIPの機能

○藤倉由利子')、関島安隆')、北村肇2)、北野悦子2）

崎玉県立大学・短大部')、大阪府立看護大学・医短大部2))

昼食12:30～13:30

座長：高木尚（東北大学）

D713:30～シヨウジヨウバエフエノール酸化酵素前駆体に関する研究

○朝野維起l)、竹測一史2)、加地健太郎2）

（首都大学・都市教養')、都立大院・理･生物2)）

D813:45～オオクロヤブカ由来シアル酸特異的レクチンの質量分析による解析

○佐々木年則、星野啓太、伊深晴彦、深遷京子、小林睦生

（国立感染症研究所・昆虫医科学部）

D914:00～シアル酸によるアミノ酸オキシダーゼ細胞障害作用抑制と過酸化水素消去作用

○飯島亮介、市側孝嗣、山崎正利（帝京大学・薬学部・医療生命化学）
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Programmeof17thAnnualMeeting(JADCI)

Wednesday,August24,2005

11:30～RegistrationClbkyoMedicalUniversity)

12:45～GeneralMeetingofJADCI

GeneralLecture

SessionA:MorphologyandFunctionofCellsinHostDefense

Chairperson:Tbmonaga.S・(ShouyouGakuin)

Al13:00Perforin-dependentcelldeathinskinallogra此画ectionofthetenもstrial

mollusca,Incilaiね丘uhstoi允威．

EmikoFuruta',NaomiSeô&KeiichiroYamaguchî

(Reseai℃hInstituteforComparativeImmunologySTbkyoMed.Univ̂,DokkyoUniv.

SchofMedM

A213:15Changesofphago呼廿materialsbyphago呼蛇sinmouseuterusduring

postpartuminvolution.

KiyoshiShimizu&JinzoYamadaClbkyoMedicalUniversity)

A313:30Effectoftheovariancavityfluidofviviparousfish,Neo㎡肱2℃maransonneti

(Perciformes,Embiotocidaeon),theleucocytesfuncitons.
ErinaSaitou.OsamuNakamura&TasukuWatanabe

(SchoolofFisheriesSciences,KitasatoUniversity)

Chairperson:Ohtake,S.(NihonUniversity)

A413:45Diversityofneutrophilmorphologyinfish.

MasakazuKondo.HiroyukiInagawa,&YukinoriTsikahashi

(NationalFisheriesUniversity)

A514:00Acomparativestudyonthehemocytes,tunicandpigmentsinthetwosolitary

ascidians,砥わcynthiaaurantiumand睦肱ynthiai℃r℃腹zi.

TbruhisaIshii&HarumiHaradâ(AkitaUniversity¥T̂ukubaUniversity2)

Chairperson:Ishii,T.(AkitaUniversity)

A614:15DiversityofhemocytemorphologyinCrustacea.

M且翌k且型_馳皿q*,HiroyukiInagawa',YukinoriTakahashi*&SusumuTbmonagâ

(NationalFisheriesUniversity',ShouyouGakuinInc.2)
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A714-30LPS-inducedexocytosisofthehorseshoecrabhemocytes.

匙』…A型型AyaOzaki&Shun-ichiroKawabata(KyushuUniversity)

SessionB*CloningofGenes&DefenseMolecules

Chairperson:Nakanishi,T.(NihonUniversity)

Bl15:00Analysisofagnathanimmunoglobulinsuperfamilygenes.

ChiakiHaruta*s.TakashiSuzukî &MasanoriKasaharâ

(TheGraduateUniversityforAdvancedStudies',JapanFisheriesResource

ConservationAssociation̂.HokkaidoUniversitŷ)

B215:15IntraspecificpolymorphismofMHCdassIregionofateleostmedaka,

Oryzias腹坤ea

Aごu脆凱Ⅱ【IU

Nonaka(Dept・of

,SinpeiHayashi,MegumiMatsuo,MayumiNonaka&Masaru

BioLSci.,Grad.Sch・ofSci.,TheUniv.ofTbkyo)

Chairperson:Nakao,M.(KyushuUniversity)

B315:30Molecularcloningandexpressionanalysisofbandeddogfish(丑ねkお“ｿ伽

TNFreceptordecoy3

A.Morinaga,Y.Inoue,T.Moritomo&T.Nakan鵡随

(DepartmentofVeterinaryMedicine,NihonUniversity)

B415:45 Searchforfugugenesrelatedtohostspecificityofparasites,usinginterspecies

hybridization.

YuzuruSuzukiWataruKai,HidekazuSuzuki,Masashi,Fujita,HiroakiSuetake&

KiyoshiKikuchi(FisheriesLab.,Grad.Sch.ofAgricuLandLi企Sci.,TheUniv.ofTbkyo)

Chairperson:Watanabe.T.(KitasatoUniversity)

B516:00Diversityofa2'macroglobulininrainbowtrout.

AsukaKomiva'.ChristopherJ.Baynê,YokoKato'&MikiNakao'

(KyushuUniversity',OregonStateUniversity*)

B616:15 血s…cloningofzebrafishcomplementcomponents.

MiMSl血nbara.TbmonoriSomamoto,VoKhaTam,YokoKato&MikiNakao

(KyushuUniversity,DepartmentBioscienceandBiotechnology)

CoffeeBreak(16:30～16:45)

Chairperson:Taniai,K(NationalInstituteofAgrobiologicalSciences)

B716:45Thefirstannotatedexpressedsequencetagsforstudiesonthedefense

mechanismsofimmunizedHtJ彪肋幻北stella
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迦旦匹旦_旦旦型',TaeWonGoo*,SeokWooKang*&SungSikHan'

(SchoolofLifeSciencesandBiotechnology,KoreaUniversity',Departmentof

AgriculturalBiology,NationalInstituteofAgriculturalScienceandTbchnology*)

B817:00MolecularcloningofhinnavinII,anantibacterialpeptidefromthecabbage

butterfly,Alz昭巴なrapae

Inĝ QkBang&SungMoonYoe

(DepartmentofBiologicalSciences,DankookUniversity)

B917:isGeneticscreenofgenescapableofactivatinginnateimmunityinDrosophila.

T.Tkkagaki*,K.Nabe',M.Sasaki',M.Fiikuzaki'.Y.Oshima'.T.Aigaki*&S.Kurata'

(TbhokuUniversity*,TbkyoMetropolitanUniversitŷ)

Thursday,August25,2005

The6*JointSymposiumofThi℃eSocietiesofComparativeBiology

"PatternRecognitionandtheTransmissionofInformation"

Chairperson:Suzuki.Y.(FisheriesLab.,Grad.Sch.ofAgricul.andLifeSci.,TheUniv.ofTbkyo)

SI9:00～TheroleofGnRHreceptorisotypesonthephysiologicalfunctionofGnRH.

MinKyunPark(TheUniversityofTokyoGraduateSchool)

S29:30～Chemicalcommunicationinmammals.

YujiMori(TheUniversityofTbkyo)

CoffeeBreak(10:00～10:10)

Chairperson:Kobayashi,M.(NatioonalInstituteofInfectiousDiseases)

S310:10～ColorvisionandcompoundeyestructureinabutterflyPapilio.

KentaroArikawa(YokohamaCityUniversity)

S410:40～Tactileperceptionbytheinsect'santenna.

JiroOkada(GraduateSchoolofSciences,KyushuUniversity)

CoffeeBreak(11:10～11:20)

ChairpersonWago,H・旧aitamaMedicalSchoolJuniorCollege)

S511:20～Patternrecognitionininsecthostdefense.

ShoichiroKurata(GraduateSchoolofPharmaceuticalSciences,TbhokuUniversity)
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S611:50～Bacterialadaptationtohostenvironmentsandpatternrecognition.

KiyoshiKawasaki(NationalInstituteofInfectiousDiseases)

Symposium

"TheSpleen:OrganofMystery"

Chairpersons:Furuta.E.(TheReseai℃hInstituteforComparativeImmunology),

Ito,M.(TbkyoMedicalUniversity)

SSIImmunosurveillancesysteminthespleen.

KenjiroMatsuno(DokkyoUniversitySchoolofMedicine)

SS2 TheEshspleen:morphology;circulationande此soidfunctions.

HiroakiNakamura(TbkyoDentalCollege),JunKita(MarineEcology

ReseasrchInstitute)&TasukuWatanabe(KitasatoUniversity)

CoffeeBreak

Chairperson:Fujita.T.(NiigataUniversity,ProfessorEmeritus)

SS3Splenicheterochronismviewedfromthestructuralorganizationanditsalteration.

MakioKawakami(TheJikeiUniversitySchoolofMedicine)

SS4Primitive-typespleensandvascularremodellingtheory.

YasukazuTanaka(OhmeMunicipalHospital)

Banquet19:00~

Friday,August26,2005

SessionC：HostDe企nseMechanisms

Chairperson:Furuta,E・mleResearchInstituteforComparativeImmunology)

CI9:00Networkformationandpha印可位cbehaviorofthemesenchymecellsofthe

g也市shlarva.

HirovukiKaneko'.RyoheiFurukawa*&YokoNakajima'

①ept.ofBiol,KeioUniv.*,Dept.ofBioLSci.andInfomatics,KeioUniM9
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C29:15Therecognitionabilityandphysiologicalfimctionofthemesenchymecellsof
thes也市shlarva.

RvoheiFurukawa',YokoNakajimâ&HiroyukiKaneko*

(Dept.ofBiol.Sci・andInfomatics,KeioUniv.>,Dept.ofBiol,KeioUnivもり

Chairperson-Sawada,T.(YamaguchiUniversity)

C39:30MaternalIgMtransferintheviviparousfish,雄｡〔雄r℃maransonneti.
｡samuNakamur,RyokoKudo,HirokiAoki&TasukuWatanabe

(KitasatoUniversity)

C49:45Thepostnatalchangesofthepassiveantibodies,必わhinapten廼上ucas,m

captivity.

HidekiMishima,YukaKakizoe,YuichiroAkune&ItaruUchida

(PortofNagoyaPublicAquarium)

Chairperson:Yoshida,T.(Reseai℃hInstituteforMutualRewardLifeCai℃）

C510=00Silkwormcelllineasamodelsystemforimmunitystudy.

KiyokoTaniai(NationalInstituteofAgrobiologicalSciences)

C610:15MurineMacrophageCellLineJ774.1usefulinexaminingtheimmuno

-potentiatingeffects

MichivoKimura*.DengHong2,KaoriNakajima*,KenichirouHasumî

&HaruhisaWago*

(SaitamaMedicalSchoolJuniorCollege',Hasum･Electro-ChemicalCancerInstitutê)

C710:30Theroleofy5TcellsandIL-17inearlyprotectionagainstLお錘血infection.

GoroMatsuzakî.SatoruHamadâ&MasayukiUmemurâ

(COMB,andDiv.HostDefenseVaccinol.*andDiv.Peaitr*,Grad.Sch・Med,Univ.

Ryukyus)

CoffeeBreak15mm.

SessionD:Biomolecules(Lectins,Enzymes)

Chairperson:Nakamura,0・(KitasatoUniversity)

Dl11:00Pvu。i偏画tionandcharacterizationofaficolin-likelectin…theconunon

carp.

DaisakuHatanaka,YokoKato,YuhoSato,TbmokiYano&MikiNakao.

(DepartmentofBioscienceandBiotechnology,KyushuUniversity.)
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D211'-15Structuraldiversityoffishskinmucuslectins.

S・蝿utsui*.M・Okamoto2S・Tasumi2H.Suetake2KKikuchi2&Y.Suzuki*

(Kitasatouniversity,',FisheriesLaboratory,TheUniversityofTbkyo*)

Chairperson:Shishikura,F.(NihonUniversity)

D311:30Charactei｡izationandstructuralde蛇wnin究廿⑪n㎡CRPobtainedfrom

ascidian(睦肱yn勉なroret鋤．

DaisukeMivazakLKazuoTkkahasi,GouSumiya&TakashiTakagi

(GraduateSchooloflifeSciences,TbhokuUniversity)

D411:45Astudyon側1ephenoloxidaseinhemolyphinthesolitaryascidian,Halocyn蝕血

z”2℃‘”2．

Shin-ichiOhtake*,TbruhisaIshii*&TbmooSawadâ

(NihonUniversity¥AkitaUniversity*andYamaguchiUniversiw9

Chairperson:SasakiT.(NationalInstituteofInfectiousDiseases)

D512:00Analysis㎡theCRDs:C-typelectin(Bm皿功釦mthehemolymphof

恥､勿磁mom

AvakoWatanabe.HinakoTakase&RyoichiSato

(TbkyoUniversityofAgricultureandTbchnologyGraduateSchoolofBASE)

D612:15EffectofACPIPontheactivationofhumanalternativecomplementpathway.

YurikoFuiikura*.YasutakaSekijima*HajimeKitamurâftEtsukoKitano*

(SaitamaPrefUniv,JuniorColPandOsakaPrefCollHealthSciences*)

LunchTime12:30～13:30

Chairperson:Takagi.T.(TbhokuUniversity)

D713:30Studyonpro-phenoloxidaseofthefruitfly,Drosophilamelan噌洩sjEz：

TbunakiAsano.KazushiTakebuchi&KentaroKdzi

①epartmentofBiology,TbkyoMetropolitanUniversity)

D813:45Massspectrometoryanalysisofsialicarid-specificlectin⑨釦mArm噌画露subalba毎醒

TbshinoriSasaki.KeitaHoshino,HaruhikoIsawa,KyokoSawabe

&MutsuoKobayashi

①epartmentofMedicalEntomology,NationalInstituteofInfectiousDiseases)

D914:00 InhibitionofLAAOcyto的湿cityandmechanism㎡H2O2reductionbysialicadd.

AFacetylneuraminicacid.

Rvosukeliiima.TakatsuguIchikawa&MasatoshiYamazaki

(FacultyofPharmaceuticalSciences,Tbil可oUniversity)
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Al 陸棲軟体動物の同種皮膚移植片拒絶にかかわるパーフオリン依存性自食作用

O古田恵美子1)、瀬尾直美2)、山口悪一郎3）

比較免疫学研究所')、東京医科大学･生物2)、濁協医科大学・医総研3）

哨乳類における同種移植片拒絶反応は､細胞傷害性T細胞によって誘導されるが､無脊椎動物においては今日ま

で、これに対応する細胞は知られていない｡我々は陸棲軟体動物ヤマナメクジの同種皮膚移植を行い,移植片が慢

性的に拒絶されることを観察した。この拒絶時に出現する細胞を免疫組織化学的、電顕的に検索したところ、移植

1日目に移植片周辺部のレシピエント側組織にパーフオリン陽性細胞が認められた。3日後、陽性細胞は移植片組

織内に観察されるようになり、レシピエント側から消失した。移植片中に存在していた上皮細胞，繊維芽細胞、筋

細胞は次第に消去された。この時の細胞消去のプロセスを精査したところ、核の断片化は見られず、核は濃縮、又

は前断片化状態のままautophagosomeに取り込まれた。また、その他の細胞内器官も同様の経過を辿り、その後、

退化した細胞はマクロフアージによって食食された。この経過は、移植後40日にわたって観察された。これらの

観察から、軟体動物ナメクジは、同種間でも細胞表面分子の違いを露職する能力をもち、同種移植片に対しては、

パーフオリン依存性細胞死を誘導し、これを拒絶する。この退化過程は、アポトーシスによるものではなく、自食

作用によるものであることが判明した。

Perforin-dependentcelldeathinskinallograftrejectionoftheterrestrialmollusca,血但幽z頭a"uhstorferi.

EmikoFuruta'',NaomiSeo*'andKeiichiroYamaguchi''
ResearchInstituteforComparativeImmunology",DepartmentofBiology,TbkyoMedicalUniversity*'

InstituteforMedicalScience,DokkyoUniversitySchoolofMedicine'*

A2分娩後退縮中のマウス子宮における食細胞の食食物の経時的変化について
○清水澄、山田仁三

東京医科大学解剖学

「目的｣分娩後の急激な退縮中の子宮において、アポトーシスを起こした被覆上皮細胞の食食、静注

した墨粒子の食食を形態学的に観察することから、食細胞の貧食物の経時的変化を検討した。

「材料と方法｣8週齢で交配・妊娠したⅣcs系マウスを用い、分娩時から分娩後5日目の子宮を

Kamovsky液で還流固定し､オスミウムで後固定後､エポン包埋､ウラン･鉛で染色､電顕で観察した。

また、分娩時より分娩後4日目に、墨コロイド（ペリカンインク）を0.05mⅣ匹、尾静脈より注入、24

時間後に子宮を採取し、中性ホリマリンで固定、パラフィン包埋、HE染色、光顕で観察した。

「結果j食細胞によるアポトーシスを起こした被覆上皮細胞の食食は、分娩後1日目に出現、アポ

トーシス細胞が消失した分娩後3日目以降は被覆上皮内に観察されなかった。それに対し、食細胞に

よる墨粒子の食食は、アポトシース細胞を貧食した食細胞が消失した分娩後3日目以後に内膜の支質

内に出現した。

「考察」分娩後の退縮中の子宮の食細胞は、分娩後初期のアポトーシス細胞を貧食中には墨粒子を

食食しなかった、その結果、子宮内の食細胞の食食物はアポトーシス細胞から墨粒子へと経時的変化
を示した。

Changesofphagocyticmaterialsbyphagocytesinmouseuterusduringpostpartuminvolution
KiyoshiShimizu,JinzoYamada

TbkyoMedicalUniversity
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A3胎生魚オキタナゴの卵巣腔液が白血球機能に及ぼす影審
o斉藤絵里奈・中村修・渡遜翼

北里大学水産学部

オキタナゴⅣeoditremaranson画e〃はスズキ目ウミタナゴ科の胎生魚で、胎仔魚は約7ヶ

月間、卵巣腔内で発育する。これまでの研究でオキタナゴの卵巣腔内には多数の白血球が存在

しており、交尾後の精子を食食するだけでなく、妊娠中も胎仔魚と共存していることがわかっ

た。その90％以上はマクロファージで、他に好中球やリンパ球も存在するが数％に過ぎない。

これらの白血球は糖子や胎仔魚と直接接触しうる位磁にありながら免疫応答を引き起こさず、

リン パ 球 も 増 加しないことから、卵巣腔液によって白血球の機能が鯛節されていることが予想

される。オスの頭腎から分離したマクロファージを卵巣腔液存在下、非存在下で培養し、NBT

法により活性酸素産生を測定したところ、卵巣腔液存在下でのザイモサン刺激後の活性酸素産

生は、血清中とほとんど変わらなかった。また、ラテックスビーズに対する食食能にも変化が

なかったが、卵巣腔液には血消とほぼ同等のオプソニン活性が見られた。一方、オスの末梢血

白血球を卵巣腔液存在下、非存在下で培養し、ConA刺激に対する増殖反応をalamarBlueを

用いて比較したところ、卵巣腔液中では、ConAの増殖効果が阻害された。以上の結果から、

卵巣腔液はマクロファージの食食能や活性酸素産生能などの非特異的防御機能には影響を与え

ないが、リンパ球の増殖反応を抑制しうることがわかった。

Effectoftheovariancavityfluidofviviparousfish,Neoditremaransonneti(Perciformes,

Embiotocidaeon),theleucocytefunctions

ErinaSaitou,OsamuNakamura,TasukuWatanabe

KitasatoUniversity

A4魚類 における好中球形態の多様性
・近藤昌和・稲川裕之・高橋幸則

水産大学校生物生産学科

穎粒球の穎粒の質や量は本細胞の機能と密接に 関 連 し て い る と 思 わ れ る が 、 魚 種 間 に お け る

穎粒 種 の 相 違についてはほとんど着目されていない。本研究では、好中球穎粒の形勉学的特徴

について鯛ぺた。サケ目のニジマスとアユでは、瞳染性穎粒（β穎粒）と好塩基性で不定形の穎

粒（6穎粒）が観察された。また、コイ（コイ目）では、好散性穎粒（α穎粒）、β願粒および好塩

基性穎粒（γ 穎粒）の3種類の穎粒が観察された。一方、魚類のなかで進化の頂点に立つスズキ

目の場合、ナイルティラピア、イサキ、ブリおよびカンパチでもα－6の4種類の穎粒が箆め

られたが、マダイではγ穎粒は鹿められず、α穎粒は大きさと染色性から3種類に職別された。

また 、同 目のメジナ、オオクチパスおよびブルー ギ ル で は 、 ニ ジ マ ス や ア ユ と 同 様 に 、 β お よ

び6穎粒のみが観察された。スズキ目から派生したとされるフグ目のトラフグにはα、βおよ

び6穎粒が鹿められたのに対して、カレイ目のヒ ラ メ に は β お よ び 6 穎 粒 の み が 観 察 さ れ た 。

細胞化学賦験の結果、β穎粒にはぺルオキシダーゼ活性が鯉められ、6穎粒はトルイジンブル

ー隅性であった。また、コイでもトルイジンブル一隅性の不定形穎粒が観察されることから、

6穎粒は存在すると考えられた。以上の結果から、魚類の好中球は、サケ目魚類の出現時には、

βと6の2種類の穎粒を有し、この形質は、スズキ目の一部とカレイ目にも受け継がれたと考

えられる。また、αおよびγ穎粒を漢得した種からコイ目魚類やスズキ目魚類の一部が出現し、

つい で、 スズキ目魚類の中にγ穎粒を失った種 が 現 れ 、 こ れ か ら フ グ 目 魚 類 が 派 生 す る と と も

に、α穎粒が細分化されたマダイを含むグループが現れたと考えられる。

DiversityofNeutrophilMorphologyinFish

*MasakazuKondo,HiroyukiInagawa,andYukinoriTakahashi

DepartmentofAppliedAquabiology,NationalFisheriesUniversity
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A5

アカボヤ(H・aurantium)とマボヤ(H.roretzi)の比較研究一血球・被嚢・色素一

O石井照久1）・原田春美2）

秋田大学教文生物’）・筑波大学環境科学研究科2）

脊索動物であるアカボヤとマボヤは、同属に所属するホヤ同士でありながら、専らマボヤ

が主に研究対象とされてきた。これまでマボヤを用いて生体防御に関する多くの知見（主に血

液の役割）が蓄積されてきている。そこで本研究では同属のアカポヤを生体防御の観点からマ

ボヤと比較研究することにした。

主に形態観察から光顕下でSmith(1970)はアカボヤの血球を10種類に分類しているが、

本研究ではそのうち9種類を確認しさらにSmithが未報告の1種を確潔した。同様に光顕下

でSawadaら(1991)はマボヤの血球を10種類に分類している。今回アカボヤで観察できた

10種類の細胞のうち9種類が、ノマルスキー微分干渉像・位相差像・MBTHによる染色性（細

胞内でドーパキノンを保持するものが陽性を示す）などから、マボヤの細胞10種類に対応し

ていた。よってアカボヤとマボヤの血球は非常に類似していることが明らかになった。つぎに

被嚢を被嚢細胞に着目し比較した所、アカボヤ・マボヤともにほぼ同じであった。さらにアカ

ポヤ・マボヤそれぞれの個体から色素を被嚢・筋膜・鯉かごの3つに分けて抽出し薄層クロ

マトグラフィーで比較した結果、ほとんど違いがなかった。以上の結果は同属であるアカボヤ

とマボヤの共通性を強く支持するものとなったが、マボヤに固有に見られる血球のアロ認識能

力が何に依拠しているのかますます疑問となった。

Acomparativestudyonthehemocytes,tunicandpigmentsinthetwosolitaryascidians.〃αﾉocy加肺α

αzjFα〃〃〃mandHaﾉocynthiaForerzj．

○T.Ishii"andH.HaradâAkitaUniversity"andTsukubaUniversitŷ

A6甲殻類 における血球形態 の多様性
・近藤昌和’）・稲Ill裕之’）・高橘幸則’）・友永進2）

水産大学校生物生産学科’）・昇隅学院2）

甲殴類の血球は、生体防御上重要な役割を担っている。近年、演者らは多種類の甲鮫類の血
球分類を行い、高等な甲鼓類である十脚類には少なくとも5種頚の血球組成群が鹿められるこ
と、系統進化上早期に出現したとされる動物群では血球を1種類しか持たないことなどを明ら
かにした。本研究では、トゲカイエビ（毘脚綱貝甲目）、コノハエピ（軟甲綱コノハエビ亜綱コ
ノハエピ目）、オカダンゴムシおよびワラジムシ（軟甲綱真軟甲亜綱フクロエピ上目等脚目）等

の血球形態を明らかにするとともに、他の甲殻類と比較した。これまでに毘脚綱無甲目（ブラ
インシュリンプ、ホウネンエビ）と同綱背甲目（アジアカブトエピ）では1種類の血球が観察さ
れており、ブラインシュリンプでは粗大な好酸性顕粒と微細な麹染性穎粒を有すること、ホウ
ネンエピとアジアカブトエビではともに微細な難染性穎粒を有すること、ブラインシュリンプ
では細胞質基質がDOPA反応陽性であることが報告されている。トゲカイエビにも1種類の穎
粒球が観察されたが、細胞質にはメイーグリュンワルド(MG)染色によって、酸性で淡赤色を、
中性では淡青色を呈する粗大な穎粒が観察された。また、穎粒はDOPA反応に陽性であった。
コノハエビは一般に、シャコ類（軟甲綱トゲエビ亜綱口脚目）に近く、十脚類（軟甲綱真軟甲亜

綱ホンエビ上目十脚目）よりも早期に出現したとされている。シャコ類にはクルマエビ（十脚
目）と同様な8種類の血球が鯉められているが、コノハエビには、微細な円形穎粒を有する1

種類の穎粒球のみが観察された。穎粒はMG染色性の違いから好醗性穎粒と好塩基性願粒の2

種類に分類された。Willsら(1994)は分岐分析の結果、コノハエビはシャコ類よりもエポシガ
イ（鞘綱亜綱）やチョウ（飼尾亜綱）といった顎脚綱に近縁であると報告している。エボシガイと

チョウにも1種類の願粒球が鹿められていることから、コノハエビにも1種類の穎粒球が観察

されたことはWillsら(1994)の主張を支持していると考えられる。オカダンゴムシおよびワラ
ジムシには、フナムシ（等脚目）やクルマエビと同様の8種類の血球が観察された。

DiversityofHemocyteMorphologyinCrustacea

*MasakazuKondo",HiroyukiInagawa",YukinoriTakahashi"andSusumuTomonaga"
DepartmentofAppliedAquabiology,NationalFisheriesUniversity"andShouyouGakuinInc.z》
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A7カブトガニ穎粒細胞のリポ多糖受容体とエキソサイトーシス
○有木茂、尾崎彩、川畑俊一郎

九州大学大学院・理・生物科学

カブトガニの穎粒細胞は、大・小2種類の穎粒で満たされており、両穎粒中には生体防御に関

与するタンパク質が選択的に貯蔵されている。これらの生体防御タンパク質は、グラム陰性菌

の表層成分であるリポ多糖(LPS)の刺激により引き起こされるエキソサイトーシスにより細

胞外へ分泌される。穎粒細胞のエキソサイトーシスは、カブトガニの自然免疫において最も重

要な反応の一つである。エキソサイトーシスには、細胞膜に存在するG-タンパク質の関与が

示唆されていたが、細胞表面でのLPS認識のメカニズムは不明のままであった。最近、LPS

と特異的に結合して活性を発現するセリンプロテアーゼ前駆体であるFactorCが穎粒細胞表面

に存在しており、FactorCのプロテアーゼ活性がLPS刺激の伝達に必要であることが明らかと

なった。一方、穎粒細胞の小穎粒中の主要成分である抗菌ペプチドTachyplesinが濃度依存的

にエキソサイトーシスを誘導することが明らかとなった。表面プラズモン共鳴センサーを用い

た解析では、TachyplesinはG-タンパク質と相互作用することが明らかとなった。したがって、

Tachyplesinはエキソサイトーシスによって体液中に分泌された後、抗菌ペプチドとして機能
するだけではなく、受容体非依存的にエキソサイトーシスを増幅している可能性がある。本発

表では、最近の研究結果を中心に、穎粒細胞のエキソサイトーシスの分子メカニズムに関する

最新の知見を紹介する。

LPS-inducedexocytosisofthehorseshoecrabhemocytes

ShigeruAriki,AyaOzaki,Shun-ichiroKawabata

Dept・Biol.,Fac，Sci.、KyushuUniv.

Bl無顎類免疫グロブリン超遺伝子族の解析
o春田千晶’）3）・鈴木隣志2）・笠原正典3）

総合研究大学院大学’）・日本水産資源保謹協会2）・北海道大学3）

獲得免疫機構の中核をなす免疫グロブリン(Ig)、MHC，T細胞レセプター(TCR)は免

疫グロブリン超遺伝子族(Ig-SF)に属している。Ig-SFの起源は古く、無脊椎動物にもその

存在が確認されているが、獲得免疫機構の中核をなすIg-SF分子は有顎脊椎動物でのみ同定

されて い る 。 そ こで、系統発生的にこれら分子が出現する直前に位殴すると考えられる無顎

類ヌタウナギ{EptatretuBburgei･i)から白血球cDNAライブラリーを栂築しexpressed

sequencetag解析を行い、Ig-SFについて検討した。その結果、MHC、Ig，TCRは同定され

なかっ た が 、 新 規の免疫関連Ig-SF遺伝子と少なくとも2個のNICIR(novel

ITAM-containingIg-SFreceptor)ファミリー遺伝子が同定された。新規Ig-SF遺伝子は細

胞質内領域にITIM様配列を有し、末梢血白血球で最も高い発現を示した。相同性解析では

既知の脊椎動物遺伝子に相同遺伝子は見つからなかった。一方、NICIRファミリー遺伝子は

ヤツメウナギ(Petromyzonmarinus)のTCR-likeと近縁であることが示唆された。NICIR

ファミリー遺伝子は、いずれもITAMモチーフを有し、活性化に関わる遺伝子群であること

が示唆された。これらのことから、NKレセプターに代表されるようなITIM,ITAMモチーフ

を有するレセプター群が、無顎類にも存在して い る こ と が 示 さ れ た 。

Analysisofagnathanimmunoglobulinsuperfamilygenes

ChiakiHaruta"*>,TakashiSuzuki*'andMasanoriKasaharâ )

TheGraduateUniversityforAdvancedStudies",JapanFisheriesResourceConservation

Association̂ 'andHokkaidoUniversitŷ *
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B2メダカM H C ク ラ ス I 領 域 の 種内多型解析

o塚本健太郎・林晋平・松尾恵・野中真弓・野中勝

東京大学大学院理学系研究科生物科学専攻

MHC(MajorHistocompatibilityComplex)クラスI,II,III遺伝子の連鎖はサメからヒトに至るま
で有顎脊椎動物の進化過程を通して保存されているが、硬骨魚類では例外的にこの連鎖は保た

れていない。にもかかわらず、MHCクラスI遺伝子とその抗原提示に直接関与する遺伝子群は

密接に連鎖しMHCクラスI領域を形成している。日本のメダカ(Oryzias肱"pes)は遺伝的な

隔たりを有する南北両日本集団に分けられるが、各々から確立された近交系HNI(北日本集団

由来）とHd-rR(南日本集団由来）のMHCクラスI領域の塩基配列を決定し比較することによ

り、種内多型を解析した。両系統間で約420kbの領域を比較した結果、MHCクラスI遺伝子

とプロテアソームサプユニット(P卵"B)遺伝子を含む約120kbの領域はアラインが困難なほ

ど異なっており、残りの比較できた領域では約4％の塩基置換による配列の違いが存在してい

た。このことからメダカMHCクラスI領域には塩基固換だけではなく挿入、欠失、重複など

の遺伝子再編成により高度な多型を示す亜領域が存在することが明らかとなった。この多型が

南北間の違いを反映するものかどうか検証するため、メダカ野生集団での多型解析を行った。

この結果PSMB8遺伝子はHNI型かHd-rR型かのいずれかに分類され、南北両集団共にHNI型

のPSMB8遺伝子が低頻度(2-15%)で存在していることが示された。現在、野生集団における

MHCクラスI遺伝子の多型と、PSMB8遺伝子との連鎖不平衡の解析を行っている。

IntraspecificPolymorphismofMHCClassIRegionofATeleostMedaka,Oryziasわ"pes

KentaroTsukamoto,SinpeiHayashi,MegumiMatsuo,MayumiNonakaandMasaruNonaka

DepartmentofBiologicalSciences,GraduateSchoolofScience,TheUniversityofTokyo

B3ドチザメTNFreceptordecoy3(DcR3)遺伝子のクローニングおよび発現解析
森永暁洋・井上裕基・森友忠昭．o中西照幸

日本大学生物資源科学部獣医学科

軟骨魚類は、獲得免疫を備えた最下等の脊椎動物であり免疫関連分子の起源を探る上で極め

て興味深い位置を占めている。しかし、サイトカインについては限られた報告しかなく、軟骨

魚類のレベルでどの程度サイトカインが存在しているか不明である。我々は軟骨魚類における

サイトカイン遺伝子の単離を進めているが、この程TNFreceptordecoy3(DcR3)遺伝子の単離に

成功したので、その構造及び発現について報告する。ドチザメ末梢白血球mRNAを用いてSSH

法を行い、得られた断片を基にRACE法によりcDNA全長を得た。また、赤血球DNAを用いた

GenomeWalkingにより遺伝子栂造を解析した。さらに、RT-PCRにより各組織における発現解

析を行った。全長1140bp，コード領域885bpからなるcDNAの推定アミノ酸残基数は295個で、

TNFSFレセプターの特徴である4つのCysteinerichdomain(CRD)及び19個のCysteine全て

が保存されていた。また、Deathdomain(DD)と細胞膜結合部位を欠いていた。ニワトリ、ヒト

及びニジマスとのアミノ酸同一性はそれぞれ50％、47％、36％で、3つのエクソンと2つのイ

ントロンより構成されていた。脳や鰹において発現が認められたが、心臓、ライディッヒ器官、

腎瞬、肝臓、牌瞳および糟巣においては発現が認められなかった。ヒトでは胎児期に脳、肺お

よび肝臓で発現が認められることから、ドチザメDcR3はヒト胎児期の発現に近い動態を示す。

Molecularcloningandexpressionanalysisofbandeddogfish(Triakisscyllia)TNF

receptordecoy3

Morinaga,A,,Inoue,Y,,Moritomo,T.andT.Nakanishi

DepartmentofVeterinaryMedicine,NihonUniversity
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B4種間交雑により，フグの寄生虫宿主特異性関連遺伝子を探る

．鈴木譲，甲斐渉，鈴木秀和，藤田真志，末武弘章，菊池潔

東京大学大学院農学生命科学研究科附属水産実験所

トラフグ（妬姉唱'ｨ〃"ゆBs)は全ゲノムの解読が進んでいることから，比較免疫学の分野でも注目されている研

究材料であるが，同じTak城g"属内では雑種第1世代(Fl)にも生殖能力があり，次世代の作成が可能という極め

て大きな特徴を持っている．我々 は養殖トラフグに甚大な被害をもたらす寄生虫碓陀”加鯛ri凹加o勉加otoiに対して

クサフグ(T."秘obles)が抵抗性を示すことに籍目し，寄生虫の宿主特異性関連遺伝子の解明に着手している.2003

年5月にクサフグから得た卵とトラフグ精子とでFlを得た．次いで2004年3月にはFlより得た精子で，トラフグ

卵に受精させて戻し交配世代(BC)を作成した．2004年11月,H.o腫加Omiの無化幼生により,BC170個体に攻撃

試験を行い，35日後に鯉に付着した寄生虫数を数え，ホルマリン固定後，体長を測定した．その結果，トラフグで

は多数の大型寄生虫が観察されたのに対して,BCでは大型の寄生虫が数多く認められる個体から，少数の小型寄生

虫のみが見られる個体まで幅広く分離することが分かった．この後のQTL解析にはマイクロサテライトを用いた連

鎖地図の作成が必須である.この点についてもゲノム情報を有効利用することにより,現在までに全ゲノムの約95％

を遺伝学的にカバーするまで進み，実用段階に達している．現時点で，この連鎖地図は200個のマイクロサテライ

ト座で構成され，トラフグの染色体数と一致する22のリンケージグループからなる．今後，攻撃試験個体から抽出

したDNAを解析し，寄生虫数，大きさとリンクする遺伝子座の同定，さらにはゲノムデータベースを利用して，宿

主特異性に関連する遺伝子の特定をめざす予定である．

Seat℃h允r允即genesrelatedtohostspecificityofparasites,usinginter-specieshybndization.

YuzuruSuzuki,WataruKai,HidekazuSuzuki,Masashi,Fujita,HiroakiSuetake,andKiyoshiKikuchi

FisheriesLaboratory,GrHduateSchoolofAgriculturalandLifeSciences,TheUniversityofTokyo.

B5ニジマスα 2．マクログロブリンの多様性

o小宮あすか’）・ChristopherJ.Bayne*'・加藤陽子’）・中尾実樹！）

九大院農’）・オレゴン州立大学z）

α2-マクログロブリン(cuM)は非特異的にプロテアーゼを阻害する血清タンパク質である。α,M中の

bait領域がプロテアーゼによって切断されると、αM分子の構造が変化し、プロテアーゼを物理的に捕

獲する。これまでに、コイから多犠なbait領域配列を持つα,Mアイソタイプがクローニングされている。

本研究ではニジマスにも多様なα,M遺伝子が存在するかを、cDNA及びゲノムDNAレベルで検肘した。

ニジマス肝臓RNAから、5*-RACEおよび3'.RACEによってα.,MをコードするcDNAを増幅したとこ

ろ、1個体のニジマスから6種の完全長cDNAが単離された。これらはアミノ酸レベルで85-99%の同

一性を示したが、コイα,Mの場合と同犠に、bait領域に著しい多様性が認められた。次に、ニジマス赤

血球から単離したゲノムDNAを5種類の制限酵素で消化し、ニジマスα,MのN末端部分をコードする

cDNAプロープ(559bp)を用いたサザンプロッテイングに供試して、α.,M遺伝子を検出した。その結

果、1個体から2～10本のバンドが検出され、ニジマスにも高度に多重化したαtM遺伝子が存在するこ

とが確認された。また、個体によって異なるバンドパターンを示したことから、ニジマスα.,Mには多形

性があることが示唆された。さらにbait領域をコードする配列を解析したところ、これまでにcDNAク

ローニングされているα,Mアイソフォームに相当する配列の他に、新規の配列が得られた。また噛乳類

aoMと同様、ニジマスα,Mのbait領域も2つのエキソンに分かれてコードされていた。

Diversityofcu-macroglobulininrainbowtrout

AsukaKomiya",ChristopherJ・Bayne*',YokoKato",MikiNakao"

KyushuUniversity'¥OregonStateUniversitŷ*
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B6ゼプラフィッシュ補体成分の"silicoクローニング
o新原美樹・柚本智軌・VoKhaTam・加藤賜子・中尾実樹

九大院農

硬骨魚では、補体遺伝子の多くが複数コピー存在するが、これら多重化の生物学的意凝には

不明な点が多い。多重化した補体遺伝子の機能を個体レベルで解析するためには、ゼプラフィ

ッシュを用いた遺伝子ノックダウンを利用することが有効と考えられる。そこで本研究では、

ゼブラフィッシュのゲノムデータベースを利用して各種補体成分遺伝子の同定を験みた。

まず、これまでに同定されているコイ補体成分のcDNA塩基配列を基に、ゼプラフィッシュ

のゲノムおよびESTデータベースから相同な遺伝子を検索し、ヒットしたホモログのmRNA

配列を推定した。その結果、9種のゼプラフィッシュ補体遺伝子(B/C2-A1、BﾉC2-A3、BﾉC2.B、

Clrﾉ8、MASP2、MASP3、C4-2、C5-1及びプロパージン）が見つかった。これらの推定アミ

ノ酸配列は、コイのアミノ酸配列と60%～80%の同一性を示した。BﾉC2-A及びMASP遺伝子

はゼプラフィッシュでも多重化していた。次に、ゼプラフィッシュ肝騨臓から全RNAを抽出

し、RT-PCRによって目的とするmRNAを増幅させ、サブクローニング後、塩基配列を決定し

た。これまでに、コイBﾉC2-A1に相同な2種類のゼプラフィッシュcDNAの全塩基配列を決

定することができた。これらの配列を用いて、B因子・C2の分子系統樹を作成したところ、

2種のゼプラフィッシュBﾉC2-A1機遺伝子は、コイのB/C2-A1とBﾉC2-A2の重複とは独立し

た遺伝子重複の産物であることが示唆された。

Insilicocloningofzebrafishcomplementcomponents

MikiShimbara,TomonoriSomamoto.VoKhaTam,YokoKato,MikiNakao

KyushuUniversity,DepartmentBioscienceandBiotechnology

B7

Thefirstannotatedexpressedsequencetagsforstudiesonthedefensemechanismsof

immunizedP伽彪肋刃"“彪批J

JAIHOONEUM',TaeWonGoo*.SeokWooKang*,andSungSikHan'*.

'CellEngineeringand3-DstructureLaborat画弘SchoolofLifeSciencesandBiotechnology,KoreaUniversity,Seoul,Kor“,

'DepartmentofAgriculturalBiology,NationalInstituteofAgria血』ralScienceandTechnology,RDA,Suwon,Korea.,

Thelarvaldiamondb8坐、＠曲hasshownan唾廿aordinaiycapacitytodevelopiもsistancetobo山野ndieticinsecticidesand

biopesticides.Despitethis,themolecularm軸皿ismsofthehostimmunedefensesystemhavereceivedlitdeattentioiLH創葛we

describeacollectionofgenesJBromP.xylos花脆immunizedwithGrampositive(G+)andnegative(G-)bacteria.Aa釘cDNA

cloningandsequoicing,1132expressedsequencetags(EST)wereannotated・meP.xylos彪脆ESTcollectionextraordinarily
containedvarioussortsofribosomalprotein(7Scontigs),insecthormonerelatedprotein(17contigs).皿dimmunerelatedprotein

sequences(2Scontigs).Theinsecthormonerelatedproteinsequencesweredivided句也壷supposedfunctionsintohormone

regulatorsandhormone-regulatedproteins.Immunerelatedgenesarealsogroupedintoproteaseandproteasemhibitor,recognition
molecules,antimicrobialpeptides,andputativerolesmimmuneresponseonthebasisofthepreviouslypublishedstudies.Among

血egroupofputativerolesinhnmuneresponse,4clonesw画己四則yzedbyNot也釘nblottingandstudied也壷廿med即団dent
expressionlevelsaftertheimmunizationwithbotiiG+andO-bacteria.Inaddition,full-lengthcDNAsoftiireetypeofprotease

inhibitorprotein,Serpin1.2md3,andaprophmoloxidaseactivatingproteinasewerealsoclonedandanalyz創出eir

characterization.Inconclusion,thisstudyprovidesavaluableresom℃eforgenediscoveryrelatedぬ世eregulamonofhomtonesand

曲einnateimmunesysteminP.潮伽彪ﾉわ．
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B8 MolecularcloningofhinnavinII,anantibacterialpeptidefromthe

cabbagebutterfly,Artoge麺ﾉ”ae

InSeokBANGandSungMoonYOE

DepartmentofBiologicalSciences,DankookUniversity,Cheonan330-714,Korea

Hinnavins,togetherwithlysozymes,arethemaintypesofantibacterialpeptides/proteins

previouslyisolated廿omthelarvalhaemolymphofthecabbagebutterfly,Artogeiαｿ…easpart

ofthehumoralimmuneresponsetoabacterialinvasion.Oneoftheseantibacterialpeptides,
namedhinnavinH,waspurifiedandcharacterizedaftercDNAcloning.ThepurifiedhinnavinII

wasmoreactiveagainstGramnegativethanagainstGrampositivebacteria.Hinnavinnalso

showedapowerfulsynergisticeffectontheinhibitionofbacterialgrowthwithpurifiedlysozyme.

ThecDNAhasatotallengthof186bpwitha114codingregion.Thededucedproteinsequence

contains38an血oacidswithacodingcapacityof4,142.8Da・Theresultofamultiplesequence
alignmentandphylogeneticanalysiswithClustalWindicatedthatmatui巳hinnavinnshowedan

approximate78､9%aminoacidsequenceidentitywithcecropinAandoriginated命omagroup

containingmostlylepidopterancecropins.

B9ショウジョウバエ自然免疫を活性化する因子の遺伝学的探索
高柿武志')、名部久美子')、佐々 木三智')、福崎真崇')、

大島吉輝')、相垣敏郎2)、o倉田祥一朗'）

東北大学大学院薬学研究科!)、首都大学東京理学研究科2）

ショウジョウバエでは、感染に応じてDiptericin(Dpt)-̂Drosomycin(Drs)といった抗菌ペ
プチドが、脂肪体で産生され体液中に分泌されると共に、マルピーギ管や気管などの上皮組織
においても産生される。このような上皮組織における抗菌ペプチドの産生誘導は、ヒトを含め
て哨乳動物においても認められるにも関わらず、その分子機構は不明のままである。
本研究では、ショウジョウバエ自然免疫を活性化する因子を同定するために、遺伝子強制発

現系を用いた遺伝学的探索を行った。5238系統の解析から､,3系統が強く自然免疫を活性化
することを見出した。そのうちの一つGS5242系統では、未解析の遺伝子CG8863が発現し
ていた。CG8863遺伝子はシヤペロン活性を有するタンパク質をコードしていると推定され、
酵母two-hybridスクリーニングから、CG8863タンパク質は、脂肪体でToll経路を制御し
ているアダプター分子Tubeと相互作用しうることが示されている。CG8863遺伝子は、マル
ピーギ管、気管、腸、表皮などの上皮組織で発現しているが、脂肪体では発現していない。さ
らに、CG8863遺伝子の過剰発現により、これらの上皮組織においてDrsの発現が誘導され
るが、脂肪体ではDrsの発現は勝導されないことが明らかとなった。これらの結果は、CG8863
遺伝子が上皮組織での抗菌ペプチドの発現誘導に関わることを示唆している。

GeneticscreenofgenescapableofactivatinginnateimmunityinDrosophila
T・Takagaki",K・Nabe>,M・Sasaki*',M・FukuzakP*,Y.Oshima",T・Aigaki*',̂S.Kurata"
TbhokuUniversity'>andTokyoMetropolitanUniversity*'
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SIGn服生理機能の多様性におけるGnⅢ受容体の役割

朴民根

東京大学大学院理学系研究科生物科学専攻

GnRH(Gonadotropin-releasinghormone)は脊椎動物の脳下垂体から生殖腺刺激ホルモ

ン分泌を調節する視床下部ホルモンで、生殖情報伝達系の重要なホルモンである。しかし

GnⅢ受容体は生体の様々な組織で発現しており､Gn朋が生殖腺刺激ホルモン分泌刺激以外

にも、神経修飾・免疫修飾・末梢器官での細胞増殖制御などの多様な生理機能をもってい

ることが示唆されている。

近年､我々はGn皿により細胞増殖が促進される細胞株(T細胞と前立腺由来ヒトがん細

胞）と反対に抑制される細胞株（前立腺由来ヒトがん細胞）を研究モデルとし、コロニー

形成率に対するGnⅢの活性を調べた。その結果、末梢血中より低いGnⅢ濃度でその活性

が強く検出でき､GnRHが細胞増殖制御を通じて末梢器官で実質的な生理的役割を果たせる

ことを示した。では、どのような分子機構でG柵は細胞増殖を促進又は抑制できるのか。

霊長類には2種類のGnⅢ受容体(TypeIとTypellGnRH受容体）が存在しており、GnRH

agonistとGnRHantagonistを用いて働いている受容体の分子種の同定を行った｡また伽Ⅲ

受容体の発現をⅢA干渉法でノックダウンして、Gn肌に対する反応性の変化を調べた。そ

の結果、各受容体が密接な関わりをもって細胞増殖を制御しており、TypeIIGnⅢ受容体

のsplicevariantが細胞増殖の正の制御に重要な役割をもっていることを明らかにした。

RoleofGnRHreceptorisotypesonthephysiologicalfunctionofGnRH

MinKyunPark,

DepartmentofBiologicalSciences,GraduateSchoolofScience,TheUniversityof

Tokyo
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S2 哨乳類におけるケミカルコミュニケーション

東京大学・大学院農学生命科学研究科・獣医動物行動学研究室

森裕司

脳の奥深い領域に位置する視床下部・大脳辺縁系の機能が解明されるに従って、人を含めた

哨乳類における喚覚系の意義があらためて注目されはじめている。例えばフェロモンを用いた

化学的情報通信は、多くの動物たちの行動、とりわけ求愛行動や育子行動といった生殖行動の

発現とその制御に決定的な役割を果たしていることが明らかにされており、生殖における嘆覚

を介したケミカルコミユニケーシヨンの重要性は、進化のプロセスを通じて保存されてきたと

考えられている。多くの哨乳類において、フェロモン情報は鼻中隔の腹側にある鋤鼻器によっ

て受容され、主唄球の背尾側にある副嘆球に伝えられた後、ニューロンを乗り換えながら情動

反応や自律機能さらには生得的行動の制御・統括部位である視床下部・大脳辺縁系へと伝達さ

れる。しかしこの鋤鼻系にくわえて、動物種によっては匂いを感じとるための主嘆覚系もフェ

ロモン受容にたいせつな役割を果たしているらしいことが最近分かってきた。

哨乳類でみられる雄の縄張りをめぐる闘争行動から、交尾行動や母性行動にいたる様々な生

殖行動の発現には、フェロモンによる神経内分泌機能の修飾がとくに重要な役割を果たしてい

ると思われる。例えばヒツジやヤギでは、非繁殖季節に雌が雄の匂いを嘆ぐと季節はずれの排

卵周期が引き起こされる現象、いわゆる“雄効果(Maleeffect)"が良く知られている。この

フェロモン効果の発現機構について神経行動学的解析を行ったところ、視床下部にある性腺刺

激ホルモン放出ホルモン(GnRH)のパルス状分泌駆動機構をフェロモンが刺激することによっ

て、雌の生殖内分泌系が活性化されて性ホルモンの分泌が起こり、雄効果が発現することが明

らかとなった。その後の研究から、この雄効果を引き起こすフェロモン物質は、雄の頭部皮層

内でテストステロン依存性に産生されることが分かった。すなわち雄の精巣から分泌されるス

テロイドホルモンの働きによって雄の体内で合成されたフェロモンが、まず雌の鋤鼻器に到達

して脳に働きかけ、視床下部・下垂体・性腺軸を介して今度は卵巣からのエストロジェン分泌

を促すのである。言い換えれば、雄のホルモンがフェロモンを経由して雌のホルモン分泌を刺

激するのである。そしてホルモンとフェロモンの循環をつなぐ架け橋として脳が機能している

ことになる。

最近の研究から、フェロモンは生殖行動だけでなく不安や怒りといった情動発現にも関与す

ることが示唆されており、合成フェロモンを用いた攻撃行動や親和行動の制御の可能性が示唆

されている。鋤鼻系の投射経路が示すとおり、受容されたフェロモンが情動中枢である肩桃体

に直接投射することを考えれば、こうした応用も今後ますます広がって行くであろう。今後の

研究によってフェロモンの本体と産生機構、およびその中枢作用機序の解明が進めば、これま

で我々が伺い知ることのできなかった動物達（人も含めて）の豊かなケミカルコミュニケーシ

ョンの世界を垣間見ることが出来るようになるかもしれない。そして脳科学が解き明かす動物

行動の原理はまた、人と動物の関係にも新たな局面をもたらすことになるだろう。

Chemicalcc皿municationinman皿als

YujiMori

LaboratoryofVeterinaryEthology、 UniversityofTokyo
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S3 アケハの複眼と色覚

横浜市立大学大学院国際総合科学研究科

蟻川謙太郎

訪花性昆虫は、視覚や唄覚をつかって花の情報をあつめ、蜜源を探索してい

ると言われている。ミツバチでは古くからその双方が重要な役割を果たしてい

ることが知られていたが、他の昆虫での研究は立ち後れ、その実態はほとんど

明らかになっていなかった｡私たちは､代表的訪花昆虫であるアゲハを対象に、

求蜜行動と色覚の関連を研究してきた。その結果、アゲハは非常に発達した色

覚を持ち、色を識別しながら蜜源となる花を探索していることが分かった。

まず求蜜中のアゲハで色覚を確かめる行動実験を行った。色紙の上で蜜を飲

む訓練をすると、アゲハはその色紙を他の色紙から識別するようになる。濃さ

の異なる数種の灰色の中に正解の色紙をまぜておいても色紙を選択するので、

アゲハは明るさではなく色で色紙を識別している、つまり色覚を使っていると

結論できる。照明光の色を変えても選択が変わらないので、いわゆる色恒常性

もある。さらに背景の色や明るさを変えた実験を行い、色誘導や明度対比があ

ることも証明できた。

色覚と複眼構造の関係を探るため、アゲハ複眼の構造を、電気生理学、組織

学､分子生物学、生理光学などの方法を組み合わせて詳細に調べた。その結果、

アゲハ視細胞からは少なくとも、紫外・紫・青・緑・赤・広帯域の6種の分光

感度が記録されること、複眼を構成する個眼には2種以上の色受容細胞が混在

していることなどが分かった。

明らかになった複眼構造を踏まえ、どれだけ小さなものの色が識別できるか、

またどれだけわずかな波長差が識別できるかを調べた。色識別は視角度にして

わずか1度の物体でも可能で、これは個眼1つ分の視野に相当している。また、

3つの波長域でInmの波長差を識別し、この能力には紫外・青・緑・赤受容細

胞が関わっていることが示唆された。

ColorvisionandcompoundeyestructureinabutterflyPapilio

KentaroArikawa

LaboratoryofNeuroethology,YokohamaCityUniversity
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S4昆虫 ア ン テ ナ の 触知覚

岡田二郎

九州大学大学院理学研究院生物科学部門

いわゆる五感のなかで、触覚は最も研究が遅れているとしばしば言われる。触覚はほぼ全ての動物

種で普遍的に存在し、体表あるいは皮膚全体で生じる。しかし他の感覚、例えば視覚や嘆覚がその受

容に極めて特化した器官を有し、それらにより顕著な感覚や行動が引き起こされるのに対して、「あり

ふれた｣、「基本的な」感覚の触覚は、これまであまり興味深い研究対象とならなかったようである。

触覚に限らず、一般に感覚には受動的と能動的側面がある。前者は動物が刺激をいわば「不意に」

受容するのに対し、後者は「意図して」知覚する。能動的触覚はアクティブ．タッチ、またはハプテ

ィクスと呼ばれ、心理学分野ではその優位性が古くから調べられてきた。ハプテイクスには触感覚自

体に加えて、関節などの可動部で生じる自己受容感覚系、触覚器官の運動系、さらに動物自身のモチ

ベーション、注意、記憶など内的過程が背景として含まれるため複雑で、神経現象としての体系的理

解には至っていない。

触覚とは一般に手に取れるような小さな物体の物理的特徴（大きさ、形状、きめ、硬さなど）に関

する感覚機能とみなされることが多いが、触覚と体移動の感覚の組み合わせにより、動物は周囲の空

間構造を知ることもできる。この空間感覚も含めた広義の触覚は、特に視覚が効かない環境下で活発

な夜行性動物において重要であると考えられる。我々 は上述の背景を踏まえ、夜行性昆虫の触角（ア

ンテナ）によるハプティクスを調べている。昆虫は神経系が比較的単純であり、ニューロン細胞レベ

ルの研究が可能だからである。

我々 はまず、ワモンゴキブリ（彫I,iplanetaaaericana)がアクティブなアンテナにより何を触知

できるのか行動実験により調べた。盲目ゴキブリは広い空間に置かれると左右一対の長いアンテナを

盛んに動かしながら周囲を探る探索行動を示す。このとき偶然に静止物体がアンテナに接触すると、

接触を繰返しながらそれに向かって接近する定位行動が定型的に起こる。この性質（接触走性）を利

用し、定量的行動解析をおこなった結果、ゴキブリはアンテナからの触感覚により物体の方向を検知

していることが分かった。またアンテナ基部にあって毛板と呼ばれる機械感覚毛の集合体が方向検知

と密接に関わることが破壊実験から示された。物体の距離やサイズの検知、および周囲の空間構造の

認知とアンテナの関係についても、コオロギを用いた行動観察により有意な結果を得た。

生理実験は神経機構の解明に不可欠であるが、その侵襲的操作によりアンテナの自発運動はほぼ完

全に抑制されてしまう。ところが最近、摘出脳標本においてムスカリン性アゴニストがアンテナ運動

系の協調的リズムを惹起することが分かった。インタクトな動物のアンテナ運動パターンと薬理的に

引き起こしたそれとを比較したところ、幾つかの類似点が認められた。

以上これまでに得られた結果は、夜行性昆虫のアンテナが複雑とされるハプティクスの神経基盤を

供する実験系に成り得ることを期待させるものである。

TactilePerceptionbytheInsect'sAntenna

JiroOkada

DepartmentofBiology,GraduateSchoolofSciences,KyushuUniversity
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S5 昆虫生体防御におけるパターン認識

倉田祥一朗

東北大学大学院薬学研究科

顎を持つ高等脊椎動物以外の多細胞生物は、獲得免疫系を有さず、自然免疫系により生

体防御を行う。遺伝子の再編成を伴わない自然免疫系では、ゲノムにコードされた有限の

因子で多様な微生物の感染を認識する必要がある。このために自然免疫系では、一群の微

生物が共通に有する分子パターンが、パターン認識受容体により認識されると考えられて

いる。昆虫では、感染した微生物がパターン認識受容体により認識されると、フェノール

酸化酵素系の活性化や、抗菌ペプチドの産生などが誘導される。ショウジョウバエの抗菌

ペプチド産生誘導に関わる'Ibu受容体の研究が契機となり、哨乳動物自然免疫系を制御

する'roil様受容体CTLR)が同定され、自然免疫系が進化の過程で保存された生体防御

系であることが明らかとなった。

哨乳動物TLRファミリーが、微生物の構成成分を認識するパターン認識受容体として

機能するのに対して、ショウジョウバエ'Toll受容体はパターン認識受容体として機能し

ない。我々は、パターン認識受容体として、ペプチドグリカン認識タンパク質(PGRP)

一胆を同定した(Pmc.NatlAcad.S℃i.USA.99,13705-13710,2002)。ペプチドグリカンは、

細胞壁を有さないマイコプラズマを除くほとんど全ての細菌が有する細胞壁成分である。

PGRP-LEは、グラム陰性菌などが有するDAP型のペプチドグリカンには結合するが、

多くのグラム陽性菌が有するリシン型のペプチドグリカンには結合しない。そして、主に

グラム陰性菌の感染で活性化する抗菌ペプチド産生経路(imd経路）と、フェノール酸

化酵素系を活性化する。ほぼ同時期に他の複数の研究グループが、ショウジョウバエの有

する13種類のPGRPファミリー分子のうち、PGRP-SAがグラム陽性菌の感染による

Toll経路の活性化に必要であり、PGRP-LCがグラム陰'性菌によるimd経路の活性化に

必要であることを明らかにした{Natl"で414,756-759,2001,Na"だ416,640-644,2002,Nah"で

416,644-648,2002,5bience296,359-362,2002,Sbience302,2126-2130,2003)。加えて我々は、

PGRP-mと-1幻が、グラム陰性菌に対する抵抗性を担う主要な因子であることを明ら

かにした(EMBOJ.23,4690-4700,2004)。これらの知見から、ショウジョウバエでは､PGRP

ファミリーがペプチドグリカンの構造を識別して、感染する細菌に対応する自然免疫応答

を活性化していると考えられる。

Patternrecognitionininsecthostdefense

ShoichiroKurata

GraduateSchoolofPharmaceuticalSciences,TohokuUniversity
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S6 病原細菌の宿主適応と宿主のパターン認識

川崎清史

国立感染症研究所・細胞化学部

細菌に特徴的に存在するリポ多糖、ペプチドグリカン、リポタイコ酸などの表層成

分は宿主高等動物の自然免疫系に認識される。その結果、細菌を排除しようとする防

御応答が惹起され、細菌は様々な攻撃を受けることになる。一方、細菌は自然免疫認

識からの逃避機構や免疫応答による攻撃に対抗する機構を備えている。

リポ多糖はグラム陰性菌外膜の外側を覆う表層成分であり、微量で自然免疫応答を

惹起する生理活性物質である。リポ多糖に対する応答性が宿主感染防御上重要である

ことは感染実験から示されている。この生理活性はリポ多糖の膜アンカー部位である

リピドAが担っている。リピドA認識に中心的役割を果たすのがToll-likereceptor

(TLR)4とMD-2から構成される複合体である。TLR4-MD-2複合体はリガンド構造の微

細な違いを直接認識する。国内外の多くの研究グループが認識機構の解明に貢献して

いるが、我々はタキソールやフラボリピンがTLR4-Ⅷ－2リガンドになることの発見を

通じて、リガンド応答性に見られる種差の分子基盤がTLR4-MD-2のアミノ酸配列レベ

ルでの種差であることを明らかにして認識機構の解明に貢献してきた(1-4)。

さて、腸内細菌であるサルモネラ菌は感染宿主環境を感知する仕組みがあり、この

センサーであるPhoP/PhoQシステムの欠損株は低病原性となる。PhoP/PhoQが発現を

支配する40以上の遺伝子が明らかになっている。その中でひとつのグループを形成

するのがリピドA修飾に関わる遺伝子群である。PhoP/PhoQ活性化に伴いリピドAの

脱アシル化酵素PagLとパルミトイル化酵素PagPの発現が誘起される。リピドA脂肪

酸部位の構造はその生理活性に重要であることが知られていたので、脂肪酸修飾は

TLR4-MD-2による認識に大きく影響すると考えられた。そこで、修飾型リピドAを3

種類精製してTLR4-MD-2の応答性を比較したところ、すべての修飾型リピドAは非修

飾型と比較して活性が1/30から1/100に低下していた。従って、リピドA脂肪酸修

飾は細菌を宿主免疫監視から逃れやすくする点で感染に有利に働くと考えられた(5)。

また､このリピドA脂肪酸修飾は単純に修飾酵素の発現制御による調節だけではなく、

細胞膜の高次構造によっても調節を受けることがわかった(6)。これらの調節機構と

細菌の病原性との関わりについて議論する。

（文献)1)K・Kawasakietal．Jβiol.Chew.2752251-2254(2000),2)K.Kawasakietal.

/.Immunol.16611-14(2001),3)K.Gomietal..ﾉ:Immunol.1682939-2943(2002),4)K.
Kawasakietal..ﾉ'.Immunol、170413-420(2003),5)K.Kawasakietal.J壁ol.Chem279

20044-20048(2004),6)K・Kawasakietal.J比cteriol.1872448-2457(2005)

Bacterialadaptationtohostenvironmentsandpatternrecognition

KiyoshiKawasaki

DepartmentofBiochemistryandCellBiology,NationalInstituteofInfectiousDiseases
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シンポジウム

｢牌臓:OrganofMystery」

SSI～SS4



牌臓の免疫監視システム

松野健二郎

濁協医科大学解剖学ﾏｸﾛ講座

SS1

牌臓は、血液中の異物･老廃物の除去､貯血のほかに､血中抗原に対する全身性免疫応答をおこなう臓

器である｡組織学的には､赤牌髄牌索､牌洞、辺縁帯､リンパ漁胞､動脈周囲リンパ球鞘(PALS)という形

態学的に区別できる固有領域からなる美しい構造をもっている。固有領域には､異なる機能を持つマクロ

ファージ亜集団や間質細胞と､リンパ系細胞が住み分けており､それ自体が高度に分化した機能を持つこ

とがわかってきた｡牌臓は無くても良いという論議があるが､特に感染免疫においては牌臓がないと致命的

になることすらあり、生体防御における役割はきちんと認識しておく必要がある｡本講演では､主にラットを

用いて､牌臓の免疫組織学的構築と感染免疫および移植免疫モデルにおける免疫系細胞のtraffickingと

免疫応答の実態について､(1)芙膜多糖体抗原に対する抗体産生応答､(2)マラリア原虫症､(3)心移植､(4)

肝移植､(5)GvH病などのトピックをお示しし､牌臓の免疫監視システムに関するupdateを試みたい。
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ImmunosurveillanceSystemintheSpleen

KenjiroMATSUNO

DepartmentofAnatomy(Macro),DokkyoMedicalCollege
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SS2 魚類の牌臓の構造と異物処理

中村弘明'）・喜田潤2)・渡辺翼3）

東京歯科大学生物学研究室')、側)海洋生物環境研究所2)、北里大学水産学部3）

魚類の牌臓の形態は種間で大きく異なり、色彩・大きさも健康状態や季節により変動す

る。このように多様な魚類の牌臓の中で、本発表では、ニジマス、アナゴ、メダカなど、

ごく限られた魚種における、牌職の貯血機能（収縮能）と血管・細網組織の役割、エリプ

ソイド（茨血管）・マクロファージ系細胞と異物処理など、魚類牌臓の機能の一端を考えて

みたい。

【ニジマス】

ある種の魚類の牌職には、噛乳類と類似した貯血機能があると考えられている。ニジマ

スでは、強制的運動やアドレナリン性刺激により牌臓の収縮が起こり、赤血球が放出され

る。走査電顕の観察により、牌臓の細動脈が収縮し、新たな血液の流入が遮断され、一方

では、細網細胞の網目構造に貯留していた牌臓内の血液が、細静脈起部の壁にある窓

(fenestrae)から血管内に押し出されることが確認された。開放性循環路の存在など、牌

職の微細循環については、血管鋳型法による走査電顕観察での知見を紹介する。

【マアナゴ】

マアナゴの牌臓は、ニホンウナギと異なり、よく発達したエリプソイド(ellipsoid)を有

し、異物処理の良いモデルになると考えられている。鍍銀染色により、エリプソイドの周

囲には細網線維の発達が観察され、付近には細網細胞とマクロファージが認められる。異

なる大きさのラテックス粒子（直径0.5izm,2．Oum)の投与実験から、エリプソイドでは

異物の大きさに依存した漁過作用が行なわれていることが推測された。メラニン色素やヘ

モシデリンを含んだマクロファージの集団（メラノマクロファージセンター;MMC)も

散見され、エリプソイドからMMCへの異物の移送が示唆された。

【メダカ】

メダカの牌臓においても、エリプソイドは重要な異物捕捉の第一線として働いている。

環境水温と異物捕捉の関係を調べる目的で、低温飼育の魚に異物を投与したしたところ、

それらはいち早くエリプソイドに捕捉された。リンパ球などの活性の下がっている低水温

の冬期において、牌臓の異物捕捉作用は魚類の生体防御における重要な役割を果たしてい

ると考えられる。取り込んだ異物は、徐々にMMCに蓄積する傾向を示し、難消化性の異

物の場合は、かなり長期間にわたってMMC内に隔離されていることも観察された。

以上、断片的な結果の寄せ集めであるが、魚類の牌職における血液動態と異物の処理に

ついて、考察する。

Thefishspleen:morphology,cir℃ulationandellipsoidfunctions.

HiroakiNakamura'JunKita*andTasukuWatanabê

DepartmentofBiology;TokyoDentalCollege',MarineEcologyResearchInstitutê,

SchoolofFisheriesSciences,KitasatoUniversitŷ
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SS3 基本構制とその変容から観た牌のhe画趣ronism

河上牧夫

東京慈恵会医科大学病院病理部

造血臓器の出自は消化管である。その機能課題である避腸的消化は腸造血から腎造血、

肝牌造血を経て骨髄造血に至る系統発生を必然的に辿っている。その過程で頚腸における

造血細胞が「腸管の壁から血管の壁へ」と移動変遷し、その流出路が門脈に組み込まれて

牌が成立している。課題は連綿として食細胞機能の向上であるが、ここでは血液のフィル

ターとしての特異的機能形態の展開を余儀なくされる。

牌の基本構造は四通八達する細動脈とその対を成す静脈性洞血管の絡み合いである(赤

牌髄)。前者は動脈系の外膜が網工性に変容して髄索をなし、此処に土着性マクロファー

ジsplenocyにと形質球がhomingする初源的風景力城立することとなる。
他方、動脈樹に沿って発達したリンパ球鞘(白牌髄)は抗原提示とそれに対する抗体産生

の有効な内部分化をすべく見事な展開を遂げている。それは腸管周囲に漏出するリンパ路

のフィルターとしてリンパ管内に発生したリンパ節の分化と相同である。即ち抗原捕捉の

洞(S)、毛細管後静脈postcapillaryvenuleへのTリンパ球のhomingを示す傍皮質(P),それに呼

応するリンパ漁胞佃の機能環S→P→Fの分化に対応している。

以上の牌の成立史に内包された事柄は1)赤牌髄の歴史的ならびに機能的priority、

2)白牌髄の内部のB細胞性2次リンパ小節(漁胞)形成とT細胞性coreの分化、3)両者の

血にrfaceとしてのmarginalzoneの形成、が指摘出来る。即ちこれは本来機能の食細胞機能
を動静脈実質区間の巧妙な形態分化の中にインストールし、それを支援する強力な形質細

胞産生装置を組み込むことによって、冒頭の造血器がその変遷史の中で免疫担当細胞生産

の場を高速性バイパスとして付加させた姿と言っても過言ではない。感染牌、髄外造血、

リンパ系腫癌局面はその歴史的経緯を垣間見せてくれる。

SplenicI逸画ochronismviewedfromtheStructuralOrganizationanditsAlteration

MakioKawakami

Department㎡Pathology,ClinicalService.TheJikeiUniversitySchoolofMedicine.

3-25-8Nishi-shimbashi,Minato-ku,1b幻o､106-8461Japan
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SS4 未分化型牌臓と血管改築説

田中康一

元青梅市立総合病院・検査科病理

その形態・機能の多様性から、古来“謎の臓器”と呼ばれる牌臓の謎を探るために、構造的に古い
形を残す現生脊椎動物の牌臓について検討した。

昌生からみた牌臓の定議

個体発学的に、牌臓は消化管静脈（肝門脈）形成と関連して生じた造血組織が器官化したものと推
測されている（浦・三木の仮説）。最も未分化な牌臓（造血巣）は腸壁内にあり、発達した類洞（肝門
脈となる幼弱血管叢）の存在から類洞牌(sinusoidspleen)と呼ばれ、後に肝門脈と密接に関連する門脈牌
(portalspleen)を経て、肝門脈から独立した牌臓(separatespleen)へと進化する。現存する独立牌はすべて
腸外牌である。

2．消化管造血巣

無顎類消化管造血巣のう、肝門脈形成と関連するヤツメ類中腸造血巣のみが牌臓の原始型と理解で
きる。ヤツメ類腸内造血巣は“類洞牌”に相当し、変態時に腸内静脈の完成とともに消失する。ヤツメ
類の発育に伴う腸内静脈形成と造血巣の変化は、牌臓の進化過程に重要な意味を持つ。
3．腸牌

腸内造血巣が進化した牌臓は、現生肺魚類に腸牌として観察される。腸牌は古い腹腔・腸間膜動脈
の腸内枝周囲に発達する腸詰状の造血組織で、構造的に中央部の動脈域とその周囲の静脈域からなる。
動脈域にはリンパ組織が発達するが、種により見られないものもある。静脈域は2層性で、内側類洞層
と外側静脈叢からなり、外側静脈叢はそれ自体が基幹腸内静脈で、腸外の肝門脈につながり門脈牌の特
徴を示す。肺魚腸牌の構造特徴は、哨乳類の原始型牌臓に残る。
4．腸外牌への移行

a．腸外牌の大部分は背側牌である。腸外牌への移行は消化管血行路の改築と密接に関連し、その多
様な試みが現生軟骨魚類の消化管血行路と牌臓に残る。軟骨魚類には1個体に2個の牌臓のあるものや、
腹側牌をもつものもある。

b、魚・鳥類牌購への移行を示唆する牌臓は、ポリブテルスに見られる。組織学的に静脈域外層の消
退があり、牌内静脈は複雑な経路で肝静脈と連絡する（門脈牌）。牌臓は造血器として機能している。
5．腸外牌

a．すべての魚・鳥類牌臓は、中心部の動脈域と1層性の静脈域（赤牌髄）からなる。赤牌髄の広さ

は種により異るが、肥虫類・鳥類の牌臓では狭い。赤牌髄は静脈域内層の変化したもので、種により静
脈域外層の名残と思われる被膜静脈が見られる。

b、哨乳類牌臓には2層性の静脈域があり、内層は中間帯または辺縁帯と呼ばれ、外層は広い赤牌髄
を形成する。中間帯をもつ牌臓は肺魚腸牌に類似し、未分化な動物群（カモノハシ、モグラ類）にのみ

見られ、閉鎖型循環路と造血活動があり原始型牌臓と呼ばれる。辺縁帯は一般哨乳類の牌臓に見られ、
開放型循環路を持ち牌臓の形態も多様である。

6．血管改築説

以上述べた未分化型から分化型牌臓の間に見られる形態から、牌臓には進化に伴い牌内血行路に改
築が生じたと推測する（血管改築説）。血管改築は肺魚腸牌に類似する祖先の原始牌臓から始まり、魚

・鳥類では静脈域外層の消退が生じ、その結果静脈域は内層のみとなり（1層性）、退縮した外層は種
により被膜静脈として残存する。噛乳類では原始牌臓に類似した原始型牌臓が一部現生種に残る。静脈
域は2層性で、内層が中間帯からなる原始型牌臓と辺縁帯からなる一般型牌臓とが区別される。哨乳類

牌臓では血管改築が静脈域外層の造血機能を温存するため、内層から生じたと推測される。血管改築説

は、いままで謎とされていた牌臓の形態・機能の多様性、哨乳類の開放型循環路の発生機序、茨の発生

機序などを矛盾なく説明する。

系統発生的に牌臓に見られる形態変化は、恐らく、ヤツメ類中腸造血巣の発育過程が染色体情報と

して受け継がれ、各綱動物群で再現されていると考えられる。しかし、進化過程で新しく生じた形態変

化が古い過程の進展を妨げ、その結果、多くの種では新しい進化過程を放散性に辿っている。

Primitive-typeSpleensandVascularRemodellingTheory
Yasukazu1溢亜瞳

DepartmentofClinicalPathology,OhmeMunicipalGenaralHospital
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ヒトデ幼生における生体防御(I):間充織細胞のネットワーク構造形成と食作用動態

金子洋之’）・古川亮平2)・中島賜子I）．

慶応譲塾大学文学部生物学教室‘〕・慶応鐘塾大学院生命システム憤報

ヒトデ幼生の間充織細胞(MCs)は、ロシアの細菌学者メチニコフにより細胞の食作用能力

が発見された記念碑的細胞である．本研究では､生体防御システムがどの様に進化していった
のか？という視点で、ヒトデ幼生のMCsの体内における存在状態と食作用動態を解析した．
イトマキヒトデ幼生をMCs特異的なモノクローナル抗体で免疫染色したところ、大部分の

MCsは、外・内旺葉上皮細胞の基底側に沿って分布していた。これらは互いに位置を変えな

がら、細胞突起で互いに触り合い、少なくとも局所的にはネットワーク構造を形成していた．

異物として納豆菌を体内に注射すると、数多くのMCsが集合し、活発な食作用を示しながら
凝集体を形成した．透過型飽顕の観察では、この凝集体は中心部にまだ捕食し終えていない納
豆菌を閉じ込めているのみならず（包囲化）、MCsが互いに融合した多核体となっていた。
以上の結果から、ヒトデ幼生のMCsは、外部からの異物侵入を探索すべく外・内旺葉壁付

近を巡回していると思われる．今回観察された食作用の際に見られた多核体を形成する動態は、

脊椎動物のマクロファージと共通している．一方、構造的ネットワークの形成は、脊椎動物で

non-professionalphagocytesに分類される弱い食作用龍を持った繊維芽細胞の生体内での配置
状態と良く似ている。これらのことから、ヒトデ幼生のMCsの活発な食作用能と多核体形成
能がマクロファージに、その配圃的特徴は繊維芽襟細胞に受け継がれた可能性が考えられる。
Networkformationandphagocyticbehaviorofthemesenchymecellsofthestarfishlarva

HiroyukiKaneko",RyoheiFurukawâandYokoNakajima"
Dpt.ofBiology,KeioUniv．"andDpt・ofBiologicalScienceandInformatics,KeioUniv、2）

C2

ヒトデ幼生における生体防御（Ⅱ）：間充織細胞の異物腿職と生理的状態での機能発現

o古川亮平！）・中島陽子2)・金子洋之z》

慶応装塾大学院生命システム情報！)・慶応蕊塾大学文学部生物学教室2）

ヒトデ幼生の間充織細胞(MCs)は、活発な食食作用能力を持っている。本鱒演では、「イ

トマキヒトデ幼生のMCsが食食を行う際の異物駆識に関する性質」と「この性質がどの襟な

生理的状態下で発現されているのか？」という問題に対する研究結果を報告する．

ビピンナリア幼生の体内に極々の異物を注射した実験では、MCsは殆どの異物に対し活発

な食食作用を示した。次に、同頓のMCsを生きた状態で注射してみたところ、それらは食食

されることなくホストのMCsと共存した。一方、化学固定したMCsに対しては、ホストのMCS

はこれらを食食した。以上の結果は、MCsは同額のMCsの細胞表面に存在する何らかの物質

を認識することにより、食食行動をとらないことを一義的に決定している可能性を示している。

上皮細胞の頂端側細胞質に局在する抗原に対するモノクローナル抗体を用いて、ピピンナリ

ア幼生を染色した。その結果、賜性シグナルは上皮細胞以外に、一部のMCsの細胞質にもド

ット状に観察された。これは、何らかの要因で死に到った上皮細.胞を、MCsが捕食.している

可能性を示唆している。また、注射という手段を用いず、蛍光ビーズを含んだ海水で幼生を一

晩飼うと、胞歴睦中の一部のMCsの細胞質中にビーズの蛍光シグナルが観察された．これら

のことから、MCsは防御細胞として、自然の海でも胞歴腔中に侵入する異物を食食している

ものと考えられる。

Therecognitionabilityandthephysiologicalfunctionofthemesenchymecellsofthestarfishlarva

oRyoheiFurukawa",YokoNakajima"andHiroyukiKaneko"

Dpt.ofBiologicalScienceandInformatics,KeioUniv."andDpt.ofBiology,KeioUniv、2〕
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C 3 胎 生 魚オキタナゴ母仔間の免疫グロブリン輸送

・中村修・工藤僚子・青木宏樹・渡避翼

北里大学水産学部

・母親から胎仔あるいは卵への抗体の輸送は、哨乳類および鳥類でよく知られている。魚類で

もいくつかの卵生魚の卵から微量の抗体が検出されているが、卵黄の吸収とともに速やかに消

費されてしまう。また、輸送経路も明らかでない。一方、胎生魚においてはグッピーおよびあ

る種のサメにおいて報告があるが、どちらも卵黄依存型であるため、移行のしくみは卵生魚と

基本的に同じである可能性がある。

オキタナゴは母胎依存型の胎生魚で、卵黄をほとんど持たず、半年以上に及ぶ長い妊娠期間

中、卵巣腔内に分泌される物質を腸から吸収し、成長する。そこで、卵巣腔内にIgMが分泌さ
れているか、またそれが胎仔魚へ移行するかを調べた。

オキタナゴ成魚血清から2段階のゲル浦過によりIgMを精製し、ウサギ抗血清を作製した。

免疫染色およびウェスタンブロッテイングにより、妊娠期の卵巣薄板から卵巣腔液中にIgMが
分泌されていることが確認された。さらに胎仔魚の腸上皮細胞も陽性に染まったことから、IgM
の取り込みが確隠された。胎仔魚血中にもIgMが確認されたが、胎仔魚自身が産生している可

能性もある。EIAでIgM濃度を測定したところ、胎仔魚血中の濃度は成魚の10分の1以下で、

妊娠期間中は増加しなかった。以上の結果、防御上の有効性については疑問が残ったが、オキ

タナゴにおいては特異な経路により母親から胎仔へIgMが移行することが示された。

MaternalIgMtransferintheviviparousfish,Neod〃γg伽αγα卯”豚〃e〃

OsamuNakamura,RyokoKudo,HirokiAoki,TasukuWatanabe

KitasatoUniversity

C4抗豚丹毒菌抗体を用いたペルーガ（〃eﾉphiaapterusノeucas)の移行抗体護得の検討

三島秀規柿添裕香阿久根雄一郎内田至

名古屋港水族館

哨乳動物の新生児の初期生態防御は母親からの抗菌性物質や抗体のような液性因子の弱涌乳動物の新生児 の 初 期 生 悪 防 御 は 母 親 か らの抗菌性物質や抗体のような液性因子の移行に

よって担われており、そのなかで母体から仔に移行した抗体は「移行抗体」と言われている。

本研究では、ワクチン接種によって母親（個体No.3)が出産前より保有している抗豚丹毒菌

抗体に着目し、母親の血中・乳中および新生児（個体No.7)の血中抗体価をそれぞれ測定する

こ とで、新生児の移行抗体の獲得について検討した。

生後4ケ月の新生児血中には抗豚丹毒菌抗体が認められ、この抗体は母親よりの移行抗体で

あると考えられた。また母親の母乳中の抗体価が維持されているのにもかかわらず6ヶ月後に

は新生児血中の抗体価は検出されなくなった。この後母親個体に豚丹毒ワクチンを接種したと

ころ、母親の血中抗体価と母乳中の抗体価はどちらも上昇したが、授乳は行われていたにもか

かわら ず 、 新 生 児血中抗体価に変化は見られなかった。さらに、生後7ヶ月目に豚丹毒菌ワク

チンを 接 種 し た と ころ、血中抗体価は上昇した。

以上のことは、ベルーガの血中への移行抗体の獲得は生後4ヶ月までに完了し、完了後は母

乳を通じた母親からの抗体の移行はないことを意味している、また、少なくとも生後7ヶ月経

過すれば免疫系は成 立 し て い る こ と が 示 唆 さ れた。このような知見はイルカ類を含む鯨類にお

いては発表されておらず、興味深い現象であると思われる。

ThePostnatalchangesofthepassiveantibodies,Delphinapterusleucas,incaptivity.

HidekiMishima,YukaKakizoe,YuichiroAkuneandItaruUchida.

PortofNagoyaPublicAquarium
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C5免疫応答のモデル系としてのカイコ 培養 細胞 株

谷合幹代子

農業生物資源研究所・昆虫生産工学研究グループ

抗微生物ペプチド遺伝子の発現勝導は、ショウジョウバエでは2つの異なるシグナル伝達経路(Toll

経路と Imd経路）に よ り 調 節 さ れ て い る こ と が 明らかになっている。しかしショウジョウバエ以外

の 昆 虫種では、抗微生 物 ペ プ チ ド 遺 伝 子 の 発 現 調 節機栂はほとんど明らかにされていない。我々はこ

れまで、カイコNISES-BoMo-DZ細胞株を用いてカイコセクロピンBプロモーター活性を検定して

きた が、同細胞株は内 在 性 セ ク ロ ピ ン B を 誘 導 せ ず、遺伝子発現機構のモデル系としては不十分で

あった 。そこで主とし て 当 研 究 所 で 樹 立 さ れ た 1 0株の蚕細胞株を調査し、細菌成分によって内在性

セクロビンB遺伝子を発現誘導する株を探索した結果、複数の細胞株において細菌成分により内在

性セクロピンB遺伝子が発現誘導されることが分かった。そのうち1株を選び、免疫刺激した細胞

のcDNAライブラリーから約1800遺伝子のEST解析を行ったところ、既知のカイコ抗菌ペプチド

類 を 含む免疫誘導性遺伝子（セクロピンA、セクロピンB、アタシン、レボシン3，レボシン4，リ

ゾチーム、ヘモサイチン）の他、ペプチドグリカン認識蛋白質、Relish、Cactusなどショウジョウ

バエのTollやImd経路に関わる因子と相同性の高い蛋白質をコードする遺伝子が複数同定された。

また、これまでカイコから単離されていなかったトキシン様ドメインを複数持つ蛋白質をコードする

遺伝子も同定された。これらの結果から、同細胞株はカイコ抗微生物ペプチド遺伝子の発現機構解析

に有用であると考えられる。

Silkwormcelllineasamodelsystemforimmunitystudy.

KiyokoTaniai

NationalInstituteofAgrobiologicalSciences

C6免疫増強効果を知る上で有用なマウスマクロファージ細胞株J774.1
o木村美智代’）．DengHong*》・中島かおりz》・蓮見賢一郎2)・和合治久’）

埼玉医科大学短期大学’）・蓮見癌研究所z）

マウスマクロフアージ細胞株J774.1は、形質細胞を腕発する過程でBALB/c/NIH雌マウスの腹水から樹立

された細胞株であり、細胞の形態と増殖因子の研究に適している。また、種々の生理活性物質の影響を調べ

る上でも有用で、ライソゾーム酵素の存在や貧食活性などの性質もマクロファージと同じであるため、生体

外での機能解析にもすぐれた免疫細胞である。本研究では、身近なキノコ類の熱水抽出物並びに中国の伝統

的な漢方薬の免疫増強効果を知る目的で、J774.1細胞の磯能への影密を調べた。第1に、身近なキノコ類（シ

イタケ、エノキタケ、ナメコ、マイタケ）の熱水抽出物とオウギ、ジュクジオウ、トウキ、シュクシヤ、タ

イソウ、ロクジヨウから構成される漢方薬を、J774.1の培養液に加え、細胞の形態変化を経時的に観察した。

第2に、TNF-a産生への影響をELISA法にて追究した。第3に、ヒツジ赤血球への付着能を経時的に観察し

た。一方、漢方薬については、RT-PCR法によりマクロファージサイトカインmRNAの発現も調べた。実験の

結果、1）細胞株はキノコ抽出物と漢方薬の添加により、経時的に形態変化が醗導され、大きさと伸展の度

合いが増すこと、2）キノコ抽出物の添加では、TNF-a産生が商まり、特にシイタケ、エノキタケ、ナメコ、

マイタケの順で高まること、3）ヒツジ赤血球の付着能はキノコ抽出物並びに漢方薬の添加で増強すること、

4)RT-PCR法では、漢方薬にIL-12pl2並びにIL-12p40を読導する作用があること、などが判明した。な

お、ヒツジ赤血球の付蒋は抗CD2で抑制されなかった。以上から、細胞株J774.1は食材あるいは漢方薬の免

疫増強作用を調べるには有効であると考えられる。

MurineMacrophageCellLineJ774・1usefulinexaminingtheimmuno-potentiatingeffects

MichiyoKimura'¥DengHong*¥KaoriNakajima**,KenichirouHasumi*'andHaruhisaWago"

SaitamaMedicalSchoolJuniorCollege'*andHasumi-Electro･ChemicalCancerInstitute*'
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C7マウスy6型T細胞によるListeria初期感染防御におけるInterleukin(IL)-17の役割

o松崎吾朗'鋤、浜田聡'3)、梅村正幸'鋤

琉球大・遺伝子セ・分子感染防御1)、院・医・感染制御工学2)、育成医学3）

【背景】噛乳類のT細胞抗原レセプターにはαβ型、γ6型の2種類が存在する。ヒトおよびマウスで

は、γ6型T細胞は末梢血およびリンパ組織中のT細胞の～5％程度を占めるに過ぎない。このγ6型T
細胞が感染に対する初期防御に関与することが、我々を含め幾つかの研究室から報告されているが、

その防御機構については不明な点が多い。今回は、Y5型T細胞による防御機構の一つとして、好中

球の醗導に重要なIL-17産生を見出したので報告する。

【方法】細胞内寄生性細菌Listena腕onocytogenes(LM)をマウスに腹腔内接種した。感染した肝臓よ

り経時的に浸潤細胞を分離し､FACSによる表面形質とサイトカイン産生の解析およびRT-PCR法に

よる遺伝子発現解析を行なった。

【結果と考察】LM感染マウスの肝臓では、感染5日目のY6型T細胞の増加が鱈められた°このγ6
型T細胞によるサイトカイン遺伝子発現を検肘したところ、IFN-γおよびIL-17発現が罷められた。

γ6型T細胞の多くがIL-17を産生することは、FACS解析により確潔された。また、IL-17産生を誘

導するサイトカインとして知られるIL-23の発現もLM感染マウスの肝臓で確認された。この感染

初期に発現されたIL-17の感染防御における意蕊を検討するために、IL-17遺伝子欠損マウスにLM

を感染させ5日目の臓器内菌数を検討したが、有意な増加が認められた。以上の結果から、マウス

γ6型T細胞がIL-17の産生を介して初期感染防御に参加する可能性が示唆された。

Theroleofy8TcellsandIL-17inearlyprotectionagainstListeriainfection.

GoroMatsuzaki''̂,SatoruHamada'"'*,andMasayukrUmemura''*¥

COMB'*,andDiv.HostDefenseVaccinol.*>andDiv.Pediatr､'¥Grad・SchMed.,Univ・Ryukyus.

Dlコイのフイコリン様レクチンの精製

畑中大作・加藤陽子・佐藤雄峰・矢野友紀・・中尾実樹

九州大学大学院農学研究院

補体のレクチン経路で機能するレクチンとして、哨乳類ではmannose-bindinglectin(MBL)とficolin
(FCN)が知られている。両者ともに、N末端にcollagen様構造を含み、そのC末端側にMBLでは

mannosêGlcNAcを認職するC-typelectinドメインが､FCNではGlcNAcに特異性を示すfibrinogen
様ドメインが位置する。両レクチンのホモログはマボヤでも同定されており、これらのレクチンに

よる異物認職機構が系統発生学的に古い起源を持つことが示唆されている。硬骨魚類のコイ

(Oやγ伽“cα"10)では、MBLとMBLに相同だがgalactoseに特異的なレクチンが、補体レクチン経
路に関与することが判明しているものの、FCNの存在は明らかではない。本研究は、コイのFCN

を精製し、その特性を明らかにすることを目的とした。まず、コイ血清をGlcNAc-agaroseのアフィ
ニテイーカラムにかけ、結合したFCN様レクチン(FCNL)をGlcNAcで溶出後、交雑するIgMを抗
コイIgMカラムで除去した｡精製FCNLはSDS-PAGEで約35kDaのバンドを与えた｡FCNLのGlcNAc

カラムへの結合はGlcNAcやGalNAcで阻害されたが、glucosamine*$>galactosamineでは阻害されな
かったことから、コイFCNLはカプトガニのtachylectin5と同様に、アセチル基を認職すると考え

られる。ヒトFCNと異なり、コイFCNLはcollagenase消化に抵抗性を示した。また、コイFCNL

のN末端配列を用いてデータベース検索を行なったところ、ヒトMicrofibri1-associatedglycoprotein
4(MAG4)に相同なコイESTが高い類似性でヒットした。以上の結果から、コイFCNLはMAG4のホ

モログで、補体レクチン経路には関与しない可能性が高いことが示唆された。

Purificationandcharacterizationofaficolin-likelectinfromthecommoncarp.

DaisakuHatanaka,YokoKato,YuhoSato,TomokiYano,andMikiNakao.

DepartmentofBioscienceandBiotechnology,KyushuUniversity.
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D2魚 類 体 表粘液レクチンの構造の多様性
・筒井繁行I).岡本真樹2)･田角聡志2》･末武弘章2》･菊池潔2).鈴木談z）

北里大学水産学部I)･東大附属水産実験所2〕

魚類体表粘液中には様々 な生体防御関連因子が含まれているが､糖鎖と結合し､しばしばバクテリアを凝

集するレクチンもそのうちの1つである｡これまでに多くの魚種の体表粘液からレクチンが単離され､その性状

解析が行われているが､一次構造に関する知見は乏しい。

これまでに我々 はアフイニテイークロマトグラフィーを用いて､ウナギ､トラフグ､ヒイラギの体表粘液からレクチ

ンを精製してきた｡これら3魚種から得られた4種類のレクチンが、異なる4つのファミリー(ガレクチン､c-タイプ、

Lily-タイプ､ラムノース結合型)に分類されたことから､魚類体表粘液レクチンには､さらに多くのタイプの分子
が存在することが予想される｡加えて､トラフグ以外にLily-タイプレクチンを持つ動物の報告はない｡そこで本
研究では､対象魚をコイ目アオウオ､ナマズ目ゴンズイ､カサゴ目マゴチ､およびアンコウ目アンコウに広げ､体
表粘液レクチンの検索を行った。

阻害糖試験の結果､アオウオとゴンズイはラクトース結合型の､マゴチはマンノース結合型のレクチンを持つ
ことが示された｡アフイニテイー精製画分をSDS-PAGEに供し､その分子量及びサプユニット構造を調べたと

ころ､これらのレクチンが､既報の魚類体表粘液レクチンとは異なる特徴を持つことが明らかとなった｡またアン
コウおよびマゴチの皮膚でLily-タイプレクチン遺伝子の発現が認められ､Lily-タイプレクチンが高等硬骨魚
類に広く分布していることが示唆された。

StructuralDiversityofFishSkinMucusLectins

"ShigeyukiTsutsui'*,MasakiOkamotô',Satoshi･Fasumi*'HiroakiSuetake*',KiyoshiKikuchi*',Yuzuru
Suzuki*'.KitasatoUniversity",Fisherieslaboratory.TheUniversityofTokyo*'

D3マポヤ(#白ﾉ｡〃nthiaroretzDCRPの性質と構造について
◎宮崎大輔･高橋和生･住谷剛･高木尚

東北大院生命科学研究科

C-reactiveprotein(CRP)は肺炎双球菌のc-多糖で沈殿する血液タンパク質である。ヒトの場合、通
常の血中漫度は数ugﾉdlと低いが細菌感染時には、3000mg/dlと数万倍に増加することが知られてい
る。噸乳動物以外では、無脊椎動物のカブトガニに存在することが知られている。カブトガニの場合20種
類以上のアイソフオームがクローニングされ、また性質も3種類程度に分類されている。我々 はマボヤ体腔
液中よりCRPを精製した。単離されたCRPはSDS-PAGEで32KDaであり、カルシウム存在下で血球
凝集活性を有していたが、溶血活性は無かった。血球凝集活性はキシロースを含むいくつかの儲で阻害
された。タンパク質ではCRPは1種類であったが、クローニングの結果さらに2種類が発見された。遺伝子
のみで発見された2種はCRP構造以外にN末端側に余分のコラーゲン様構造を持ったコレクチンの一

種であった。この2種については血中で検索中である。

CharacterizationandstructuraldeterminationofCRPobtainedfromascidian

{Haﾉocynthiaroretzi)

DaisukeMiyazaki.KazuoTakahasi.GouSumiya,TakasiTakagi

GraduateSchoolofLifeSciences,TohokuUniversity
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D4マボヤ(H・roretzi)血リンパのフェノール酸化酵素(PO)に関する研究2
O大竹伸一1）．石井照久3）．漂田知夫2）

日大医学部生物’）・秋田大学教文生物2）・山口大医学部機能統御3）

脊索動物であるマボヤは、フェノール酸化酵素(PO)を血球に保持しており、同種内他個

体接触反応時にPOを放出すること(AkitaandHoshi,1995)、さらに様々な刺激によりPO

を放出すること(Hataetal,1998)などが知られている。前回我々は採血自体が刺激となっ

て血球から血紫中にPOが放出されてしまうこと、さらには血紫中にPOが放出されない採血

法が見い出せないこと、などを報告した。今回は採血回数・採血後から遠心までの放置時間・

細胞密度、それぞれの影響による血球の血凝へのPOの放出について検討したので報告したい。

PO活性測定にはドーパーMBTHアッセイ法を用いた。活性はPOによるドーパの酸化で生じ

るドーパキノンとMBTHとの反応物(505nmに最大吸光度を有す）の20分後のOD値とし

て測定した。陸奥湾産のマボヤから20ゲージ針と5mlシリンジを用いて採血し、直後に遠心

して血球を除いた後の上清中のPO活性を測定した。陸奥湾産のマボヤ8個体の平均的な

505nmのODは0.57であった。それに対して約4時間後に再度採血をするとODはおよそ1.5

倍の0．89に上昇した。このことは採血が刺激となって血球が何らかの応答を示した結果だと

思われた。また採血後遠心するまでの放置時間を0分、30分、60分としそれぞれ上清を得て

測定したが、PO活性と時間との相関は見られなかった。同様に細胞密度との相関も特に見ら

れなかった。さらに瀬戸内海に生息する色彩変異個体についても測定したので報告したい。

AstudyonthePhenoloxidaseinhemolyphinthesolitaryascidian,〃αﾉocy師hiaroretzi2.
S.Ohtake",T・Ishii*',andT・Sawada*'

NihonUniversity",AkitaUniversity*',YamaguchiUniversity"

D5カイコガ体液中レクチン(BmMBP)のCRDの機能解析

o渡部綾子・高瀬比菜子・佐藤令一

東京農工大学大学院生物システム応用科学教育部循環生産システム専修

隣趨目昆虫であるカイコガBombyxmori体液中に存在するBmMBPは、2連のCRDから成るCタイプレ

クチンであり、体腔内に侵入してきた異物(PAMPs)と結合し細胞性免疫のノジュール形成を引き起こす。さ

らに、同じく鱗迩目昆虫であるタバコスズメガ〃a"血“““a、アメリカシロヒトリHyphantriacu"“よ

り分離されたレクチンもすべて2連のCRDから成るCタイプレクチンであることが明らかになっている。

CRD別にImmulectin-2(Yu.X.Q､2003)とH.cunea-lectin(ShinS.W.2000)の組換えタンパク質をそれぞれ

作製し、機能解析が行なわれた。H.cunea･lectinのCRDは1連よりも2連であることで複数種類の糖と結

合することが可能になることが示された。一方で、Immulectin-2の組換えタンパク質は1連のCRDのみで

細胞性免疫を引き起こすことが示された。

本研究では、CRD別にBmMBPの組換えタンパク質を2種類作製し、CRDとPAMPsとの結合実験を行

なった。2種類のCRDはそれぞれ異なるPAMPsと結合した。また、PAMPsを構成する単塘との結合実験

では、結合する単糖と結合しない単糖があることが明らかとなった。つまり、BmMBPのCRDは多糖であ

るPAMPsの立体構造を認職する可能性が考えられることから、BmMBPはCRDを2つ持つことで立体構造

と構成単糖そのものの両方に結合すると考えられる。また、BmMBPのCRDとノジュール形成の関係はCRD

が1連である場合にはノジュール形成は観察されず、2連である場合のみ観察された。

AnalysisoftheCRDs:C-typelectin(BmMBP)fromthehemolymphofBombyxmori

AyakoWatanabe,HinakoTakase,RyoichiSato

TokyoUniversityofAgricultureandTechnologyGraduateSchoolofBASE
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D6カイコ幼虫体液由来ACPIPの機能
o藤倉由利子’）・関島安隆’）・北村肇2）・北野悦子2）

埼玉県立大学短大部’）・大阪府立看護大学医短大部2〉

カイコ幼虫体液から分離したヒト補体系第二経路活性化阻止タンパク(ACPIP)に
ついては、すでに報告した。今回はACPIPがヒト補体系第二経路のどこに作用する

かを究明した。lOmMEGTAとSmMMgClzを含むVBSに1.2%アガロースを加えて50℃
で保持し、これに150UIのヒト新鮮血清と50%モルモット赤血球30U1を加えて溶

血阻止プレート(HIP)を作製した。また、B因子、D因子欠損ヒト血清を含む溶血

プレート(HP)も用意した。カイコ体液はS令6日目の幼虫から採取し、血球成分を

除いてphenylthioureaを加えて－80Vで保存した。ACPIP、B因子、D因子活性は、
試料5座lをHIP、HPの小穴に注入し、5°C、18時間、さらに37C、2時間反応後、

形成された不溶血リング(HIP)あるいは溶血リング(HP)の直径を測定した。ヒト

B因子あるいはD因子とACPIPを組み合わせ作用させたあと、反応液中のACPIP活

性はHIPを用い、B因子、D因子活性はHPで測定した。fB+ACPIPの反応では溶血阻

止、(fB+ACPIP)+抗ACPIPでは溶血のみで、溶血阻止は認められず、fD+ACPIPで

は溶血阻止、(fD+ACPIP)+抗ACPIPでは溶血、溶血阻止ともに認められなかった。

これらの結果に基づいて、演者らはACPIPがヒト補体系第二経路の活性化にかかわ

るD因子の作用を阻害するタンパク質であると結論した。

EffectofACPIPontheactivationofhumanalternativecomplementpathway

YurikoFujikura'',YasutakaSekijima'',HajimeKitamura*'andEtsukoKitano*'
SaitamPrefUniv,JuniorColl''andOsakaPrefCollHealthSciences*'

D7ショウジョウバエフェノール酸化酵素前駆体に関する研究

○朝野維起1）．竹測一史2）．加地健太郎2）
首都大都市教養生命科学’）・都立大院理生物2）

昆虫のフェノール酸化酵素前駆体(proPO)はへモシアニンに相同なタンパク質で、体内に侵入

した異物の周囲やクチクラの傷害部位で観察されるメラニン合成に関与していると考えられてい

る。ProPOはproPO活性化酵素(PPAE)による限定加水分解を受けて、活性型フェノール酸化
酵素になる事が知られている。ProPOの活性化に関わる反応系はproPOカスケードと呼ばれる

プロテアーゼカスケードであるが、異物露繊タンパク質を含むなど昆虫の免疫に重要な働きをし

ていると考えられている。一方、ショウジョウバエを用いた遺伝学的解析等により、異物認職か

ら抗菌ペプチド類合成へとつながるシグナル伝達系の研究が進められているが、ショウジョウバ

XproPO活性化系に関する知職は断片的である。現在の所、ショウジョウバエproPOカスケー
ド因子として同定されている遺伝子は、proPOアイソフォームの一つであるproPOAi(B/ac*ce//)

及び、活性化制御因子であるSerpin27Aのみである。我々 は、ショウジョウバエproPOカスケー

ド全貌の解明に向け、まず手始めにproPOAl以外に存在する2つのproPO遺伝子(CG2952$3

よびCG8193)について解析を行った。その結果、これらの発現様式や翻訳産物の所在などを明

らかにした。また、proPOAl以外のproPOアイソフォームが限定加水分解を受ける事、及び

Serpin27Aによる限定加水分解の抑制を明砿に示すことができた。
Studyonpro-phenoloxidaseofthefruitfly,Drosophilamelanogaster.

ASANOTsunaki,TAKEBUCHIKazushi,KADZIKentaro

DepartmentofBiology,TokyoMetropolitanUniversity
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D9

D8オオクロヤブカ由来シアル酸特異的レクチンの質量分析による解析
・佐々木年則・星野啓太・伊濁晴彦・濁遥京子・小林睦生

国立感染症研究所昆虫医科学部

マラリア原虫に対する蚊の生体防御機構つまりマラリア非感受性機構の一つとして、蚊の中

腿壁内のマラリア原虫がメラニン化によって殺されることが報告されている。さらに、メラニ

ン化に関与するプロフェノール酸化酵素(Pro-PO)活性化系などの蚊の生体防御機構にかかわ

る研究が精力的に行われてきている。我々は、マラリア非感受性機構の－つとしてのProPO

活性化系を明らかにするため、Pro-PO活性化系が関与する異物浬麓機構に関与するレクチン

に着目し、マラリア原虫オーシストに結合するレクチン様分子の精製を行った。

蚊由来シアル酸特異的レクチンを部分精製した結果、4つの蛋白を得ることができた。次に

シアル酸特異的レクチンの全構造を決定するため、4つの蛋白に対するアミノ酸麗列の決定を

賦みた。液体クロマトグラフィー(LC)ノマススペクトロメトリー(MS)ﾉMSでデノボシークエ

ンシングを行った結果、4つの蛋白に対してそれぞれレクチンに類似性の配列を霊めた。

MassSpectrometoryAnalysisofSialIcAcid-SpecifioLectin(s)from〃"/geressubaﾉbatsus

*ToshinoriSasaki.KeitaHoshino,HaruhikoIsawa.KyokoSawabeandMutsuoKobayashi

DepartmentofMedicalEntomology,NationalInstituteofInfectiousDiseases

シアル酸によるアミノ酸オキシダーゼ細胞傷害作用抑制と過酸化水素消去作用

飯島亮介、市側孝嗣、山崎正利

帝京大学薬学部医療生命化学教室

以前の検肘において、シアル酸（〃アセチルノイラミン酸、NANA)がタツナミガイ卵白腺由来の抗

微生物･抗癌蛋白質ドラペラニンAの細胞傷害作用を顕著に抑制することを見いだしていた｡その後ドラベラ

ニンAがL･アミノ酸オキシダーゼ(LAAO)であること､アミノ酸を酸化するときに生ずる過酸化水素(H202)

が細胞傷害性の本体であることを示した。NANAの作用として当初はLAAO活性阻害を想定し、実際に見か

け上NANAはLAAOによって産生されるH202濃度を低下させて細胞傷害性を下げるという結果を得た。し

かし、より詳細な反応機構検討を行うなかで、NANAはLAAOに作用して活性を低下させる酵素阻害剤なの

ではなく、直接H202と反応して消去していることを明らかにした。

H202は生体防御や細胞内シグナリングに関わる重要な因子であり、またシアル酸も粘膜構造の構成

成分として、また免疫細胞の機能調節等に不可欠な糖であることから、この発見は糖による活性酸素調節とい

う可能性を示唆するものであると考えている｡今回はNANAの特異な構造に基づくH202との反応機栂を中心

に報告する。

InhibitionofLAAOCytotoxicityandMechanismofH2O2ReductionbySialicacid,N-acetylneuraminic

acid.

Ryosukeliiima,TakatsuguIchikawaandMasatoshiYamazaki

FacultyofPharmaceuticalSciences,TfeikyoUniversity
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日本j二七車交免疫学会会貝Ⅲ

日本比較免疫学会fPheJapaneseAssociationforDevel叩mental&Comparative

I・名称

1．本会は、日本比較免疫学会m

ImmunologyJJADCI)と勅司~る。

Ⅱ､目的
一

1．本会は、比較免疫学に関する研究の進歩をはかることを目的とする。

皿皇業

1．本会は、その目的を達成するため、次の事業を行う。

1）学術集会の開催

鋤学術集会Abstract集の発行

3)Newsの発行

4）国際比較免疫学会との交流

5）アジア・オセアニア地区研究者との交流

③その他、本会の目的に必要と認められる事業

Ⅳ､全員

1．本会の会員は、その趣旨に賛同し所定の入会手続きを経たものとする。

1）個人会員：個人会費を納める者。

鋤賛助会員：本会の趣旨に賛同し賛助会費を毎年継続的に納める者｡

帥2年以上会費を滞納し、催告に応じないときは会員の資格を失う。

2．名誉会員は本人の承諾を得て、役員会が推薦し、総会で承認を得て決定する。

1）尚、名誉会員は年会費および学術集会費を免除される。

v・役員

1．本会に、会長1名、副会長1名，庶務・会計1名，会計監査2名、1．本会に、会長1名、副会長1名，庶務・会計1名，会計監査2名、プログラム役員2名、抄録役

員1名の役員をおく。

2．会長は本会を代表する。会長は役員会を主催する。

3．会長は全個人会員の投票によって、得票数の最も多かった者に決定する。また、役員会は候補者

を推薦することができる。

4．会長を除く他の役員は会長が委嘱する。

5．役員の任期は2年とし、重任、再任を妨げない。会計監査は他と重任できない．
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Ⅵ､会議

1．総会は議決機関であり、会長は原則として年1回学術集会時にこれを招集し，出席会員を以って

構成する。

2．役員会は会長が主催し、原則として年1回開く。

Ⅶ､会計

1．本会の経費は会費その他の収入をもってあてる。会費は事務局に納める。

2．会計年度は毎年4月1日より始まり翌年3月31日に終わる。

3．会計監査役員は、会計年度の終わりにその年度の決算を審査承認し、総会に報告する。

Ⅷ､会則改正

1．本会則の改廃は、総会において出席者の2/3以上の賛成を必要とする。

附則

個人会員の会費は、年額3000円とする。

賛助会員の会費は、1口20000円とする。

本会の事務局は、庶務・会計役員が所属する機関の施設におく。

●
。
●
。
０

１
２
３
４
５

事務局には役員に準ずる補助役員を置くことができる。

講演者は本会員に限る。

－46－



THEJAPANESEASSOCIATIONFORDEVELOPMENTAL

ANDCO1肥ARATIVEIMMUNOLOGY(JADCI)

OFFICERS

April2004-Mai℃h2006

PRESIDENT

EmikoFURUTA
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Immunology,

Hasunuma1250-9-401
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VICEPRESIDENT
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DepartmentofMedical
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SaitamaMedicalSchool
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CONSTITUTION

ArticleI.Name

1.ThenameoftheAssociationshallbeTheJapaneseAssociationforDevelopmentaland
ComparativeImmunology(JADCI).

Article11.Object

1.TheAssociationshallbeanorganizationtoadvancestudiesondevelopmentalandcomparative
immunology.

ArticleⅢ、Business

1.TheAssociationshallconductbusinessdescribedbelowtoachievetheObjectoftheAssociation.

1)Scientificmeeting.

2)PublicationofAbstractsofpapersreadintheScientificMeeting.

3)PublicationofaNewsLetter.

4)CommunicationswithInternationalSocietyforDevelopmentalandComparative

Immunology(ISDCI).

5)CommunicationswithscientistsintheAsia-PacificArea.

6)OtherbusinesswhichconsideredessentialtoachievetheObjectoftheAssociation.

2.TheScientificMeetingshallbeorganizedandconductedbyaScientificMeetingOrganizer.1brm

oftheorganizershallbeoneyear.

ArticleⅣ、Membership

1.MembershipintheAssociationshallbeopentoscientistswhosharethestatedpurposeofthe

Association.Themembershipshallbeauthorizedbyregistration.

1)Active(Individual)membersshallpayyearlydues.

2)CorporateAffiliate.Anyindividual,company,agency,ororganizationinterestedin

accomplishingthepurposesoftheAssociationmaybecomeaCorporateAffiliateonthe

paymentofafeeforannualduestobesetattheBusinessMeeting.

3)Memberswhoseannualduesremainunpaidfor2fiscalyearsormorearetobenotifiedin

writingbytheTreasurer,andifstillunpaidsuchamembershallforfeitmembership.

ArticleV．Officers

1.OfficersoftheAssociationshallbeaPresident,aVice-President,aSecretary-Treasurer,two

Trustees,twoProgramOfficersandanAbstractOfficer.

2.ThePresidentwillalwaysserveasaChairperson・ThePresidentwillpresideovertheCouncil

composedofofficersoftheAssociation
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3.CandidatesofthePresidentshallberecommendedintheCouncil,andthenthePresidentshallbe

electedbyamajorityvoteallActive(Individual)membersoftheAssociation.

TheCouncilcanrecommendcandidatesfortheofficeofPresident.

4.AllOfficersexceptthePresidentshallbeaskedandnominatedbythePresident.

5.1brmsofallOfficersshallbe2years,however,theycanbereappointed.Officersexcepttwo

Trusteescanassumetwoormoreappointments.

ArticleⅥ、Meeting

1.BusinessMeetingshallbethemostauthorizedbodywhichwillbeopenedbythePresident'scall.

ThebusinessMeeting,consistingofattendedmembers,shallbeheldonceayearasarule,in

conjunctionwithaScientificMeeting.

2．TheCouncilcomposedoftheOfficersandpresidedoverbythePresidentshallbeheldannually

asarule.

ArticleⅦ、Financial

1．FinancialexpenseoftheAssociationisbasedonannualduesofmembersandtheothersourcesof

income.AnnualduesarepayabletotheBusinessOffice.

2．FiscalcalendarshallstartApril1andendonMarch31.

3．Trusteesshallexamineannualaccountingbytheendoffiscalcalendarandreportitatthe

BusinessMeeting.

ArticleⅧ、Amendments

1.Thisconstitutionmaybeamendedatanybusinessmeetingofmembers.Morethan2/3ofthe

votesofactive(Individual)memberspresentattheBusinessMeetingsshallbenecessaryfor

Amendments.

APPENDIX

Annualduesoftheactive(individual)membersare3,000Japaneseyenahead.

Annualduesofthecorporateaffiliateare20,000Japaneseyenanaffiliate.

Secretary-TreasurershallbeinchargeoftheBusinessOfficeoftheAssociation.The

Secretary-Treasurercannominatehis/herassistant(s).

OnlythemembersofJADCIarepermittedtohaveatalkabouttheinvestigation.

●
●
●

１
２
３

4．

Approved:November28,1989;Revised:August28,1991;RevisedAugust23,1999

RevisedAugust29,2003

*"e“DCIisα〃α”"αﾉo噌α"izα"",butweopenourmembe耐んわtoscien沈むα〃overthewoJ“If

onewouldliketojointheJADCIasanactivemember,pleasepayyourmembershipdues(3,000yen)

atregistrationdeskofJADCImeeting.
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講演発表者名簿(AuthorIndex)

【A】

Aigaki.T・(相垣敏郎）

Akune.Y.(阿久根雄一郎）

Aoki.H.(青木宏樹）

Arikawa.K.(蟻川謙太郎）

Ariki,S・(有木茂）

Asano.T・(朝野維起）

【B】

Bang.InSeok

Bayne.ChristopherJ.

【E】

EumJaiHoon

【F】

Fujikura.Y.(藤倉由利子）

Fujita,M.(藤田真志）
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Hong.Deng
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Kadzi.K.(加地健太郎）
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Kang,SeokWoo
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Kato,Y.(加藤陽子）

Kawabata,S・(川畑俊一郎）

Kawakami,M.(河上牧夫）

Kawasaki,K・(川崎清史）

Kikuchi,K.(菊池潔）

Kimura,M.(木村美智代）

Kitamura,H・(北村肇）

Kitano,Y.(北野’悦子）

Kobayashi,M.(小林睦生）

Komiya,A・(小宮あすか）

Kondo,M.(近藤昌和）

Kudo,R.(工藤僚子）

Kurata,S.(倉田祥一朗）

【M】

Matsuno,K.(松野健二郎）

Matsuo,M.(松尾恵）

Matsuzaki.G.(松崎吾朗）

Mishima.H・(三島秀規）

Miyazaki,D.(宮崎大輔）

Mori,Y.(森裕司）

Morinaga,A・(森永暁洋）

Moritomo,T.(森友忠昭）
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Nakamura,H.(中村弘明）

Nakamura,0.(中村修）

Nakao,M.(中尾実樹）

Nakanishi,T.(中西照幸）

Nonaka.M・(野中勝）

Nonaka,M.(野中真弓）
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Ohtake,S.(大竹伸-)

Okada,J.(岡田二郎）

Okamoto,M.(岡本真樹）
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Ozaki,A.(尾崎彩）
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Park,MinKyun(朴民根）
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Saitou,E.(斉藤絵里奈）

Sasaki,M・(佐々 木三智）
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Sawabe.K.(津遜京子）

Sawada,T.(津田知夫）

Sekijima,Y・(関島安隆）

Seo,N.(瀬尾直美）

Shimbara,M.(新原美樹）

Shimizu,K.(清水澄）

Somamoto,T.(柚本智軌）

Suetake,H.(末武弘章）

Sumiya,G.(住谷剛）

Suzuki.H.(鈴木秀和）

Suzuki,T.(鈴木隆志）

Suzuki.Y.(鈴木譲）

【T】

Takagaki.T.(高柿武志）

Takagi,T.(高木尚）

Takahashi,K.(高橋和生）

Takahashi.Y.(高橋幸則）

Takase,H・(高瀬比菜子）

Takebuchi,K.(竹測一史）
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Tanaka.Y.(田中康-)

Taniai.K.(谷合幹代子）

Tasumi.S・(田角聡志）

Tomonaga.S.(友永進）

Tsukamoto,K.(塚本健太郎）

Tsutsui.S.(筒井繁行）

【U】

Uchida,!.(内田至）

Uniemura,M.(梅村真幸）

【w】

Wago,H.(和合治久）

Watanabe.A.(渡部綾子）

Watanabe,T.(渡避翼）

【Y】

Yamada,J.(山田仁三）
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協 賛企業

平成17年7月7日現在

●ー■■■■■■一一一一■■■ー一一■■■ー■■■■■■ーーーーー一 一 ■ ■ ■ l ■ ■ ■ 一 一 一 一 一 ー ■ ■ ■ ■ ■ ■ ー 4 ■ ■ ■ l q ー , ー

株式会社、ⅢH 株式会社三啓

有限会社エー・ユー 株式会社菅原製作所

オリンパ ス株式会社凸版印刷株式会社

KSオリンパス株式会社二の宮眼科

株 式会社国際文献印刷社日本電子データム株式会社

コニカミノルタエムジー株式会社 有限会社宮川商店

コニカミノルタメディカル株式会社

（あいう順）
●ーーーーーー■■■P■■■ーー■■■一一一一一ー一■■■ーーー■■■■■■ー■■■■■■■■■ー'■■●ーーー一一■■■■■■■■■■■■ー■■■ー

本学術集会を開催するに当たり、上記企業より多大なご援助を賜りました。

ここに、芳名を記して感謝の意を表します。

平成17年7月

日本比較免疫学会会長

第17回学術集会会長
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EDGEハ
当社は､癌治擦に伴う免疫系検査を免疫細胞に対する特殊な抗体並びに各研究所などが開発中の治験用抗体などを活用
し､他の検査会社や研究施設では実施されていない特殊免役検査を軸に事業展開しています｡また､有効な免疫系検査ｱｯ
ｾｲの研究開発に取り組み､特に培養系をふくめた免役機能検査の簡便法の確立を目指し､ほかの検査会社や研究施設或
いは大学研究室等と連柵しつつ､更には先端技術を持つ企業と協力して､臨床検査に応用できる新技術を確立すべく日々
努力をしています｡一方､ハリ､マッサージ､灸､音楽溌法､運動療法或いは健康食品療法など代替医撫の広い分野で有効な
唾液免役検査を行い､非侵襲性の生体材料を用いた21世紀型の安全で優しい検査体制の確立を目指しています。

｜事業内容･営業品目

･ELlSPOT検査の受託

･一般血液検査の受託

･血液免疫検査の受託

･唾液免疫検査の受託

･特殊免疫機能検査の開発と展開

．新しい免疫診断法の確立

･栄養補助食品等の充填作業受託

･栄養補助食品の販売代理

･ELISPOT検査機器の開発･製造と販

業務の3つの骨子

蕊1.癌の免役療法を効果判定する

特殊免疫機能検査の展開

2.癌の早期発見と再発防止に役立つ

簡便な免疫診断法の確立

3.代替医療の効果判定に役立つ

唾液免疫検査の展開

穂aJ琴睦組jJ宅

良華 粥鐸 孟暁Ul劃銅01詞斯』

治療･憤報

株式会社IMUH
束宗都調布市国領町5－45－6蓮見癌研究所内TEL0424-98-3680FAX0424-98-3681

●

ICタク”
を活かす知を創り、知

TOPPAN
SCM

TOpPANRF1DSOLUTION

(生産品を管理する］
材料の明達から工喝､そして店鍋室で1Cタグによる
牛奉晶の管理で効率UPが可能です。

サプライチェーンマネ

[商品ﾄﾚー サビリテイ］
生産､保管､リユース､リサイクルなどICタグによる履歴の記録ﾉ更新で、
商品の安全性などを碗鯉することが可能です。

’ビジネスを変える、暮らしを変える。トッバンICソリューション。

１
を
る
グ

防止す

定に1Cタ

も可能です｡

Security
凸版印刷株式会社
〒101.0024束京郁詩ﾓ田区神田和泉町1暑蛤

セキュリティ

お問い合わせは

ICビジネス本部TEL:03-5840-4374httpV/www・toppan・CO・ip/
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高解像･高感度･高速処理

顕微鏡デジタルカメラの最高峰DPﾌ0

IleuてIwarc

『高速ハードウエアに』ｵﾉ､1250万画素相当の高解像度画像を約3秒で高速取り込み。

さらにISO1600相当までの高感度と低ノイズ化により､蛍光像を鮮明に捉えま魂

●約3秒の高速で1250万画素相当の商解像庇画像を取り込み

●高感度､低ﾉｲヌ化で微弱蛍光も鄭明●15コマ/秒で渦らかなプレビュー画像表示

●RGB各色ll'bilで取り込み可能

/mageMq加噌ementSoftware

一

’
画
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-も星'i源宗fT菰！
多彩な機能により最適な条件で画像が得られますb

●蛍光専用SFUSuperFL1オート弼出モードを搭戦●ピニング機能(プレビュー画像表示）
●必要な部分を簡単に取得できるクリップ領域指定●スケール写し込みも簡単

●画惟取得条件の保存･読み込みも簡単●便利な簡賜タイムラプス撮影機能を装術

ImageAcquisitionSoftware 顕微鏡デジタルカメラ

取得した画像の管理･加工を容易にする便利な機能を搭載。

●市販の画像処理ソフトウエアを使わずに棋数の蛍光画像や蛍光画像と微分干渉画像を合成
●lI的の画像を素早く検索できるサムネイル画面

DP70

OL YMPUS
－ －

YourVision，OurFuture

カタログのご臓求は、オリニ〃『ス株式会社〒163-0914東京都新宿灰両新宿2-3.1新宿モノリスTEL03.6901-4032へ
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高画質・高色再現イメージングを追求。

PowerB.雁特長

●色再現に優れたデイライト照明

●視野周辺までムラのない均一な照明

●幅広い波長域でフラットで高い透過率を実現したUIS2光学系

●ヌケを大きく改善したUIS2接眼レンズ

gG■

~一一

デジタルイメージングに最適化された光学系/照明系が､顕微鏡デジタルカメ

ラDP70の高性能をフルに引き出し､モニタ上で優れた色再現を実現します。

研究用システム顕微鏡BX51/BX61
0勃少〆BX51N-34
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O LYMP U S
YourVision，○urFuture

カタログのご諮求は、KSオリンロ株式会社〒163-1412束京都新宿区西新宿3-20-2束京オペラシテイ12F1ELO3-3379-6002



送業務，システムインテグレーション業務の有機的なコラボ’ ﾉーション

Service伽に 、b組んでいま盲

－一一一－

E-mail:kas
●へ』A●

a p

本社169-0075東京都新宿区高田馬場4－4-19第二工場169-0075蓑京都新宿区高田馬場3－B－8
TEL:03-3362-9741TEL:03-3367-6841
FAX:03-3368-2827FAX:03-3364-0041
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指定医薬品非イオン性造影剤｜薬価基準収載｜

イオパーワ愈300.350(扇踏.血管用）
イオパーク．300.350ヨリニノジ(SSS-CTffl)
(イオヘキソール注射液)IOPAQUE300･350I0PAQUE300･350Syringe

指定医薬品非イオン性尿路･血管造影剤…

オイパロ三ﾆﾉ⑧150-300．370
オイパロ三コ⑧300.370シリンジ
(イオバミドール注射液)OYPALOMIN150.300-370

OYPALOMIN300．370Syringe
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|”流露ｺﾆｶ三"旧工ﾑジー株式会社ｺﾆｶ三ﾉﾙｦﾒデrカル株式会社｜
製造発売元富士製薬工業株式会社

東京都日野市さくら町1蚕地TEL:042-589-8147

東京都新宿区西新宿1-26-2TEL:03-3349-5189
東京都新宿区西新宿1-26-2TEL:03-3349-5360

コニカミノルタエムジー株式会社医薬事業推進室

コニカミノルタエムジー株式会社造影剤営業部
コニカミノルタメディカル株式会社第2営業部

〒191-8511

〒163-0512
〒163－0512

お問い合わせ先

効能･効果､用法･用量および警告､禁忌､原則禁忌を含む使用上の注意等については添付文書をご覧ください。
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(株)ﾆｺﾝｲﾝｽﾃﾂｸ特約店S己n肥i株式会社三啓
カタログパンフレット等のご購求は当社まで。

http://www･sankei･coltd・co-IP

本社〒113.8534東京都文京区本郷2-17-7TEL.03(5805)0514
横浜営業所〒247-0072神奈川県鎌倉市岡本2-5-11TEL.0467(41)1221筑波営業所〒305-0821茨城県つくば市春日3-24-4TEL､0298(52)3061
大阪営業所〒533-0033大阪市東淀川区東中島2-9-15TEL.06(6327)3850静岡営業所〒422-8076静岡市八幡2－8‐1TEL,054(287)6722



Anatomic

各種解剖器具○各種解剖道具

解剖実習器具セット

解剖衣○解剖キャップ○白衣○前掛

活性炭マスク○ラテックス手袋○ア

ご遺体処置収納用品

標本容器○ギプスカッター

動脈注入ポンプ○解剖台

解剖照明灯○ストレッチャー

ミニクレーン○パワーリフター

ドアスルーフォークリフト

器具等の修理も承ります

ム
ｌ
Ｌ

厚生省許可番号13BZ2471号

株式会社菅原製作所
〒131-0044東京都墨田区文花3－20－18

TEL03-3611－761O

FAX03-3611－7612



つくば研究学園都市くつくばｴｸｽプﾚｽつくば駅より車で'0分＞
<JR常磐線ひたち野牛久駅よりバスで20分＞

こ の宮眼科
‐

院長音謁祥江

診療受付8:20～11:00休診日水曜日曜

12:30～1フ:30 祝祭日

眼科一般･小児眼科･眼科検診･眼鏡処方･コンタクト処方

お気軽に御来院ください．

TEL&FAX029-836-8008〒305-0035つくば市松野木26-2
洞峰公園｡二ノ宮小隣接

ウル
EMUC6

トラミクロ

tlEOL
SerWhgA何”､”d元cmDIogy

ﾄ ーム低温
EMFC6
切片作製装置

一

Q、

仁自

EMPACT

高圧凍結装置

日本電子株式会社黙F・;¥…49.il.co.jpノ
販売促遊グループ〒190．0012栗京都立川市晒町2．8．3.新鈴轡ビル3F壷（042)528.3353

日本電子データム株式会社：:挙生慧iw.dalum.jeol.co.jpノ
販売本部〒190．OO12東京都立川市曜町2．8－3．新鈴轡ピル10F念（042)52G．5Qg8
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研究機器･試薬OA機器

隈
社

有
会 |’

卜q

企辛

*PfB卜●

〒130-0011

東京都墨田区

石原4丁目17番7号

TEL:033621)4015

FA×:033621)4016

e-mail:miyakawa@m×6.廿℃n.nc.jp



日本比較免疫学会

第17回学術集会講演要旨

原稿受付

発行日

発行者

編 集 者

印刷所

2005年6月3日

2005年7月22日

日本比較免疫学会

学術集会プログラム委員会

委員：中村弘明・木村美智代・山口恵一郎

(銅国際文献F賑唯

東京都新宿区高田馬場3－8－8
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